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???????????????????????????????????
　   TAKIZAWA BAKIN, a famous Japanese novelist in the nineteenth 
century, collected a lot of Japanese books and Chinese books by buying them 
from bookstores and by getting books copied. He employed copyists who were 
samurais and doctors of the lower class.
　   He used the knowledge based on those books in writing his novels and 
essays. He was proud to show his knowledge to his members of the salons.
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　???????
。天保三年七月朔日の書翰
）（
（
で、桂窓に『臥雲日件録』が、懇意の書肆などにあったら知らせてもらい
たい、と申し入れた。十月十八日の桂窓宛の書
翰
）（
（
によれば、桂窓が、 『事迹合考』を写させた、と先便で馬琴に知ら
せたけれども、書き間違いで、それは『臥雲日件録』のことであった。馬琴は、その写しを一覧されたあと借用したい、と頼んだ。　
翌年、天保四年三月九日の桂窓宛の書翰
）（
（
によれば、二月二十二日に届いた恩借の書籍のなかに『臥雲日件録』二冊
があった。桂窓は、出来た写しを読む前に 馬琴へ貸した。馬琴は、五月朔日、著述休筆して披閲し、写しがよく、誤が少ない、残らず校訂した、と桂窓に伝えた
）（
（
。
　
三月十日、十三日、十四日、馬琴は披閲した。高松藩中に筆工の内職をしたい者がいる由、黙老から聞いた馬琴は、
二十八日、清右衛門をもって、黙老方へ料紙一〇四枚を添えて届けさせた。四月朔日、その仁が転宅してできかねる、と黙老が、使札をもって 原本と料紙を返却 てき　
馬琴は、四月十三日、十四日、上下両冊の校閲を終た。五月十七日、上冊と料紙を来宅した筆工久和島雲磴に渡し
た。ところが、雲磴が老病で出来なくなっ 。六月二十二日、筆工山科宗仙に、 磴 ところから引き取って写すように頼み、下冊、料紙美濃紙二帖と一〇枚も渡した
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七月六日、宗仙から二冊の写しと原本二冊を受け取った。上冊半分ほどを雲磴が写していた。筆料金一分と銭七二
文を宗仙へ渡した。雲磴が、少しずつ快方に向かっていて、大字のものを写したい、と申している由であった。　
七月十四日、馬琴は、恩借の本の写しできた分を今便で返上する、多謝、と桂窓に伝え、篠斎への返本などと 緒
に、 『臥雲日件録』二冊を含む一五冊を、十七日の飛脚便で送り出した
）5
（
。
　??
?
?
?
?
??
。天保三年七月朔日の篠斎宛書
翰
）（
（
に、 『元弘日記裏書』を、二十四、五か年前に借謄した、さした
る奇説はないけれども、当時の実録、世に稀なもの、 『群書類従』に漏らしたもの、写しを作らるべきものと考えるので、貸し出す、と書き送った。その折 『細々要記』とも借謄した、と う。なお、 『群書類従』雑にあり、蔵書目録にみえ 。　??
?
?
??
。天保三年七月朔日の篠斎宛の書
翰
）（
（
に、野作
（えぞ）
地の事を書いた写本五冊などを、六月十四日の並
便の飛脚で、篠斎が送本したことがみえ、七月四日、飛脚屋が届けてきた。同二十一日の篠斎宛書翰
）（
（
によれば、馬琴
は、七月四日、 『野
?
作?
奇事類』写本五冊など、篠斎から届けられた恩借の本を受け取った。早速、 『野作奇事』五冊を
披閲し そ なかの『赤狄聞録』二冊を、 化年中に見たけれども写しを作らなかった、他の三冊を初めて読み、おもしろく思い、いずれも写させたい、秋までに写させるので、そ まで留め置きたい、と申 出た。　
八月二十九日、馬琴は、来宅した筆工河合孫太郎に、 『赤狄聞録』二冊、料紙を渡し、九月十三日、その写しと原
本を受け取り、筆料金一朱と銭八〇文を支払った。　
十一月朔日、馬琴は、 『赤狄聞録』など返上の五冊を貸進の五冊と一緒に 篠斎に送り出 て返本した
）（
（
。
　??????
。馬琴は、天保三年七月二十一日の篠斎宛書翰
）（（
（
によれば、篠斎から送られてきた『野作記事類』写本五
冊として、 『二叟談奇』を七月四日に受け取り、九月十三日 筆工河合孫太郎へ料紙 添えて渡し、十月六 、その
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写しと原本を受け取った。馬琴は、 『北地日記』とも記している。 『国書総目録』に、 『北地日記』 ・ 『北槎小録』より成るとみえる。野作
（えぞ）
地のことを書いた写本五冊のうちの一冊、 『野作記事類』写本五冊のうちの一冊、十一
月朔日、篠斎に返 すると書き送った
）（（
（
。
　
その後、天保八年十二月二十六日の篠斎宛の書翰
）（（
（
で、少々わけあって、来陽また借用したい、転宅先の和歌山では
なく、松坂の本宅にあるのであれば、本宅へ仰進下さり、来春三、四月の頃に貸してもらえれば大慶、と申し入れた。　
翌年、天保九年六月二十八の篠斎宛書翰
）（（
（
に、今便で松坂の本宅へ返上する、脚賃を江戸払として出した、と認めた。
　????????
。馬琴は、天保三年七月四日、篠斎から送られてきた『二嶋番人口書』を受け取った
）（（
（
。筆工河合孫
太郎に料紙を添えて渡し、十月十一日、その写しと原本を受け取り、筆料銭二二〇文を渡した。十一月朔日、篠斎返本する旨伝えた。 『野地記事類』写本五冊のうちの一冊として、篠斎宛の覚にみえる
）（（
（
。
　??????
。天保三年七月四日、馬琴は、篠斎から送られてきた『北槎聞録』を受け取り
）（（
（
、九月十三日、筆工河合
孫太郎へ『二叟談奇』とともに、料紙を添えて渡し 十月六日、孫太郎から両書の写しと原本を受け取り、筆料金一朱と銭一二〇文を支払った。 『野作記事類』 、野作
（えぞ）
地のことを書いた写本五冊のうちの一冊で、十一月朔日、
篠斎に返本する旨を伝えた
）（（
（
。 『北槎小録』一冊と記している。
　??
?
??
。天保三年七月二日、出府していた河内屋茂兵衛が、帰坂出立の由で来宅し、 『琵琶記』を持参した。仲
間値段で金一分二朱であった。翌三日、馬琴は 巻一を繙閲し、二十二日、二十三日、巻二から巻六を披閲した。七月朔日の篠斎宛の書翰
）（（
（
によれば、馬琴が久しく読んでいないので、船積みの折に、送本するようにと茂兵衛へ注文し
ていた。　
九月七日、丁子屋平兵衛が小者をもって、茂兵衛の書翰
（八月二十七日出）
を届けてきた。それによれば、横山町一
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丁目の和泉屋金右衛門に、 『琵琶記』を届けるので、丁子屋にそれを引き取って預かってもらいたい、と伝えていた。八日、丁子屋の手代が、和泉屋からの古本『琵琶記』を届けてきた。九日、平兵衛から使札あって、和泉屋が取り違えて古本を渡した由で、新本を届けてきた。馬琴は、両本 引き合わせて、古本の落丁を改め、新本の磨滅の分に書き入れた。値引きするとのことであったが、馬琴は、十一日、来宅した丁子屋の手代に両本とも和泉屋へ届けるように頼んで預け、返本した。　
九月二十一日の篠斎宛の書
翰
）（（
（
によれば、馬琴が、 『琵琶記』を伝奇中の妙作、曲中詩詞の如く韻をふみ、趣向淡薄、
人の親しみ厚情をつくし涙落る、と紹介し、いつなりとも貸進する、と申し送っている。　
十一月二十四日の河内屋茂兵衛・丁子屋平兵衛宛の
覚
）（（
（
によれば、馬琴は、 『侠客伝』などの潤筆料で、茂兵衛が持
参してきた『琵琶記』一帙の代金一分二朱を支払って決済し いる　
その『琵琶記』を、いつでも貸進しよう、と十一月二十五日、篠斎に書き送り
）（（
（
、十二月八日には、桂窓子へ貸進の
本があるので、見 いのであれば、その折に一緒に送る 伝え
）（（
（
、十二月十一日には、追って申し越される由、承知
した、と伝えた
）（（
（
。
　
天保四年一月十四日の桂窓・篠斎宛の書翰
）（（
（
に、 『琵琶記』の毛声山の評、非常に妙、 『水滸伝』の金聖嘆の評注を世
人が歓んでいるので、 『琵琶記』に、金批と題書して、紛らかして売らんとしている 嘆息のほかない 古板の本には金批の題書はない、と書き送っている。馬琴が買っ 本は、古板本であった、と考えられる　???????????
。天保三年八月七日、木村黙老から使札あって、陸謙画『水滸伝百八人像絵巻』写し一巻を
届けてきた。馬琴は、巻物と箱を手許に留め、十七日、賛だけを抄録した。誤脱多く 考え が 終日かかって抄録した。十八日、その抄録を校訂し 巻物に朱をもって付札した。
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十九日、馬琴は、その
本箱入を渥見覚重に預けて写させ、二十五日に写しを受け取った。賛の誤写の貼り付けが
落ちて、知り兼ねるところがある由、それを貼り付け、また、賛の写し一冊を渡した。　
八月十一の篠斎宛書翰
）（（
（
によれば、南溟が模した画巻一巻を、黙老が購入し、馬琴に奥書するよう頼んできた。馬琴
は、一覧して、素人好きす もの、天罡地
の順もなく、半和半唐、いやなもの、とみていた。
　
八月二十六日、黙老に、誤写、脱字、所々にみえ、あらまし訂したが、あとからも見出したので、考えて糺して返
進する、奥書拙文を、別に薄様紙に書き進上する、末のところに貼り入れられるよう、末の白紙少なく短く、書けないので別紙に書く、と書き送った
）（（
（
。
　
九月十四日、覚重が持参した。十八日、馬琴は、巻物箱入、賛正誤一綴などを、清右衛門に申し付けて、黙老方へ
届けて返上した。二十日、黙老が 賛正誤などの潤筆として、大鱸一尾 贈ってきた。　
九月十八日、馬琴は 像賛のうち伝写 誤脱を考訂し 正誤一編、稿本のまま、画巻に添え別封して入れた、と書
翰
）（（
（
に認めて黙老へ届けた。 『聞まゝの記』二冊も返本し 『水滸伝考』一綴を一緒に届け 。
　??
?
?
?
?
??
。馬琴は、天保三年八月三日、篠斎の書翰を伝馬町の殿村店から受け取り、 「南朝五部の書」所蔵
の由を知った。八月十一日 篠斎宛書翰
）（（
（
に、 「南朝五部の書」の允借を頼み、その恩借の交易として『南朝公卿補任』
を貸進する、と書き送った。京 無仏の偽作ではあるけれども、いずれ 依拠 ものを撰集したもので 益に立つこと多い、と説明している。　
十一月二十五日の篠斎宛書
翰
）（（
（
に、 『南朝紀伝』 『読史余論』 『南朝公卿補任』に、北畠満泰とあり、 『北畠系図』 『北
畠記』に満雅とある、と同書を引用し、 『侠客伝』初集・二集に記憶によって満泰 した 、迷い起り、南朝のこと、此節大学問した、恩借大慶、と認め、十一月二十六日の桂窓宛 翰
）（（
（
にも同様のことを記し、桂窓の評の厚情を謝した。
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翌々年、天保五年八月十六日の桂窓宛書翰
）（（
（
に、同書を文化中に見たけれども、無仏の偽作故、近頃は取り入れてい
ない、と書いている。　
蔵書目録にはみえないが、文化年間に使用していたといい、篠斎に貸進する、と申し出ており、文化年間に入手し
たと考えられ 所蔵し た　
なお、 『南朝公卿補任武臣伝』は、蔵書目録にみえる。前記の桂窓宛書翰に、後人の偽作とみえるが、有用の書、
誤りも往々にある、と説明している。　??
?
?
?
??
。天保三年八月十一日、馬琴は、 「南朝五部の書」 、 『南朝紹運録』など所蔵本貸してもよいとのこと、
残らず允借願いたい、と篠斎宛の書翰
）（（
（
に書いて申し入れた。
　
十一月十四日、篠斎から 紹運録』などが届いた。二十九日、披閲し校訂を終えた。十一月二十五日、馬琴は、
同書など十一部の書名をあげ 借用して写し、 『侠客伝』の骨組をしっかりとしたものにする、と引書を河内屋茂兵衛に知らせ
た
）（（
（
。同日、篠斎にも書
翰
）（（
（
を書き、 『紹運録』など九部を慥に受け取った、同書が細字で読みでがあり、早
速には校訂できかねる、有用の珍書、写しも至極よい、しかし誤字があり、返本の頃までには残らず校し終える、後人が南朝のこと書いたもののなかで、穿鑿ゆきとどいた正 もの、ほかにない、珍重すべき一奇書であ 伝えた。　
天保四年二月七日、馬琴は、筆工河合孫太郎に原本と料紙を渡した。孫太郎は、此節、主用の写しものあって 速
かには写せない旨を馬琴に告げた。五月二十八日 多務のため延引 ていたので 馬琴は、原本を取り戻すこととした。二十九日、孫太郎が原本と料紙を持参し、過払 を受けていた筆料を 金一朱 差引きしてもらいたい、と申し入れ 六月朔 馬琴は、その金一朱と差し引き勘定して、銭一九一文を、清右衛門をもって、孫太郎へ届けさせ
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た。　
三月八日の篠斎宛の書
翰
）（（
（
に、まだ写しが出来ていない、壻
（覚重）
も君侯当春御奏者になられたので多務、当分写
しものをする暇がない、そのような仕合、返上延引承知願いたい、と書き送った。　
五月十七日、筆工久和島雲磴が、同じ戸田家中の医師山科宗仙、楷書をよくする、写しものさせてもらいたい、と
馬琴に申 入れた。馬琴は、六月二日、宗仙へ、 『南朝紹運録』 、同図とも二冊と料紙を渡し、九日、写しと原本を受け取り、筆料を支払った。　
七月十三日の篠斎宛の書翰
）（（
（
に、桂窓子へ返却の書籍と一緒に、今便で返本する、桂窓子から受け取ってもらいたい、
暇なく写しを校訂していないけれども、久しく借用
ない、と書き送り、十七日、桂窓へ返本する包みに加え入れた。
十一月六日、馬琴は、桂窓子から受け取った由、九月に桂窓子から伝言あって安心した、と篠斎へ書き送っている
）（（
（
。
　
なお、 『国書惣目録
）（（
（
』に、 『南朝紹運録』として三本みえる。いずれか未詳。
　??
?
?
?
?
??
（ 『南朝編年記略』 、 『南朝編年略記』 ）
。馬琴は、天保三年八月十一日、篠斎宛の書
翰
）（（
（
に、 『南朝編年紀
略』などや「南朝五部の書」を所蔵され貸してもよいとのこと、恩借したい旨を書いた。　
十一月十四日、篠斎が送った『南朝編年紀略』などが届いた。馬琴は 十六日、巻一 一冊を披閲し 十八日、筆
工河合孫太郎へその原本と料紙を渡し、二十日、二十七日に巻二 二十八 夜四ツ時までかかって巻三を披閲し終えた。十一月二十五日 篠斎宛の書翰
）（（
（
に、十四日夕に落手して拝見、有用の珍書、写しも至極よいが、誤字があるの
で校訂を始めた、返本の頃には残らず校訂を終える、南朝のこと、このように穿鑿ゆきとどいて正しいものはほかにない、珍重すべき奇書である、と書いている。　
閏十一月八日、河合孫太郎が写しと原本を持参し、筆料金一朱と銭一〇四文を馬琴から受け取った。二十八日、馬
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琴は、孫太郎に、巻二と料紙を渡し、翌年、天保四年二月七日に至って、孫太郎から原本と写しを受け取り、筆料金二朱
（銭二一七文過分）
を支払った。孫太郎は、主用で写しもの速かに出来かねる旨、馬琴に伝えた。
　
天保三年十二月八日の桂窓宛の書翰
）（（
（
に、馬琴は、その『編年録』の写本が誤字多く、文俗であるが、ことは実のこ
と、南朝のこと後人が書いたものでは、これほどのものをほかに見ていない、珍重すべもの、昔年、篠斎子懇望したので、入手された本を売られた由、誤写を大かた直す で、その老拙校訂の本を写させたいのであれば 江戸でより下直に写させる、篠斎子と相談してもらいたい 返本延引するけれども、二本写させる、と書き送った。　
十二月十一日、篠斎に書翰
）（（
（
を送って、残らず校訂した、何ともわからない誤写には疑いを書いてそのままとした、
大かたは読めるようにした、写し出来次第、来陽に返上する、と伝えた。　
天保四年一月十四日、桂窓宛の別
翰
）（（
（
に、よう〳〵二冊の写し出来た、 『編年略記』を江戸で してもらいたい由承
知した、急には出来かねる、野老の写しを再校して写させる、などと書き送っ 翌十五日の篠斎宛の別
翰
）（（
（
に、 『編
年紀略』が細字故、写し長引いて困っている、今しばらく恵借したい、と頼んだ。貸進本と写しが出来た恩借の本計一一部を発送すると伝えていたが 一緒には返本ができなかった。三月八日の篠斎宛 書翰
）（（
（
によれば、それまでに
三冊めも写しが済んでいた。三月九日の桂窓宛 書翰
）（（
（
によれば、去十二月に写しが出来ていた。再校の暇がなかった。
五月朔日の篠斎宛の書翰
）（（
（
に、 『南朝紀伝』 、桂窓宛貸進のものと一緒に、飛脚問屋嶋屋へ届ける、謝意までに、誤写大
かた校訂しておいた、と き送っ　
なお、十二月十一日の桂窓宛追啓
）（（
（
によれば、三冊の写し二一〇枚、筆料銀三三匁七分六厘と伝え、天保五年二月八
日の同人宛書翰
）（（
（
に、依頼承知、五、六月頃までには写し終える、と書き、五月十一日、桂窓に、写本製本させ、今日
飛脚問屋嶋屋佐右衛方へ出した、と伝えた。十日、宗伯が製本仕立を終え 馬琴が外題を書いて、それを宗伯に貼ら
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せたのであった。馬琴は、拙蔵の写本、多用で再校訂できなかった、それをもって写させたので、篠斎子の本を借りて引き合わせればよいので ないか、篠斎子の本を朱をもって直した、多く汚しては気の毒、そ ままとしたところも多い、とも伝えた。筆料、上裏表紙代 製 仕立の糸代、仕立賃を請求している
）（（
（
。
　
七月二十一日の篠斎宛書翰
）（（
（
に、桂窓子の頼みで、江戸で野生の写本を写させた。人さまの写しものまで引請け、実
にわずらわし が、同好の懇友、自分のもの同様に心得たが、盆前 わずかながら勘定の沙汰がない、もし桂窓子存寄あれば、内々に知らせてもらいたい、物忘れ常に多いが、人に労煩をかけたこと、償うべき金銭決して忘れない、などとおかしか ぬ長文を書いた。同日 桂窓へ、不審を伝え 仔細あれば脚賃江戸払いで返してもらいた 木村黙老へ渡せば、珍書故、歓ぶと思われる、と書き送った
）（（
（
。八月十六日、桂窓宛の書翰
）（（
（
によれば、写本料金、八月二日
小網町店から届けられ、慥に落手し、仔細ない、とはじめて安心しており、蔵本を数多くあげて、見た のであれば貸進する、と申し出て 桂窓からの種々の質問にも答えている。　??
?
?
?
?
??
（ 『漂泊奇談』 ）
。天保三年八月十一日の篠斎宛書
翰
）（（
（
で、馬琴が、 『孫七天竺物がたり』を借り出して
写すこととした、まだ読んでいないのであれば そ 写しの写本を貸進する、と伝え 。　
その前、七日、木村黙老から使札あって、過日約束 『孫七天竺物語』一冊を貸された。早速に披閲し、九日、筆
工久和島雲磴に写させるため、来宅した渥見覚重 、料紙七三枚を添えて預け 。十九日、覚重 雲磴の写しと原本を持参した。馬琴は、筆料銭二二八文を預けた。二十一日 馬琴は、黙老方へ、 『孫七天竺物語』と他の恵借の本を返却すべく、清右衛門に届け よう申し付 。　
馬琴は、翌年、天保四年正月、 『孫七天竺物語』など五冊を貸進し、五月五日、小網町岩佐屋から桂窓返送の『孫
七天竺物語』など五冊を受け取った。その後、六月二十五日 二十六日、校合して終え、二十七日、二十八日 頭書、
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追考を書いた。　??
?
?
?
?
??
。馬琴は、天保三年八月三日、近日、丁子屋平兵衛宛のものと一緒に、 『河内名所図会』を送る旨
の河内屋茂兵衛の書翰を、丁子屋平兵衛から受け取った。二十四日、馬琴は、清右衛門に、丁子屋平兵衛方へ、 『河内名所図会』などにつ ての手紙を届けるよう申し付け、翌二十五日に来宅した平兵衛に、同書について示談した。二十七日、平兵衛が、使札をもって、同書を届けてきた。　
九月十六日の河内屋茂兵宛の書
翰
）（（
（
によれば、 『侠客伝』引用に入用の書、八月中、丁子屋平兵衛が、仲間で糶り合
った古本一部を取り寄せてきた、高直でなければ九月節句前に買い入れる旨、丁子屋に申し入れて、手許に留め置いている、と茂兵衛に伝えた。十月二十七日、馬琴は、 『侠客伝』に入用として、 『河内名所図会』を披閲している。　
十一月二十五日の茂兵衛宛の書翰
）（（
（
に、茂兵衛の世話になって入手したもののなかに同書がみえる。馬琴は、これま
で南朝の末のことを書いた読本がない、作り物語であるから それほど引用がなくてもよいのではと思うだろうけれども、骨組をしかり して作りたい、と野老心懸けの趣 伝えた。丁子屋世話のものを返却し、茂兵衛世話のもの買い入れたのである。物入りにかまわず ほかの 者とは一向に了簡を違え、万事心を い いる 賢察を、と伝えている。　??
?
?
?
??
（ 『曾々路物語』 ）
。天保三年九月三日、山本宗俊殿が来訪した折、約束の『そゝろ物語』一冊を持参し
て貸された。九月十六日の桂窓宛書翰
）（（
（
に、馬琴は、懇意の御医衆が買い取った『そゞろものがたり』を借りて、引き
写しさせた、さしたるものではないが、寛永の古板、稀なもの、元吉原のこと、芝居のことなど、あらまし書いたもの、有用の事は少い、と書いた。馬琴は、九月十七日、来宅し 渥見覚重の使に、久和島雲磴へ渡すよう、 『そゝろ物語』一冊と料紙を預け 二十八日、覚重が 使をもって 届けてきた写しと 本を受け取り 筆料銭一六〇文を
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の使に預けた。十月朔日、馬琴は、来訪された宗慎殿へ返本した。　
その後、天保六年九月十六日の桂窓宛書翰
）（（
（
に、寛永十六年の印本、南畝が取り出した珍書、世に一冊かと思ってい
たが、江戸の鎌倉河岸の豊嶋屋が 一二〇冊の写本を所蔵している由、珍書故に秘して見せない、と、ある人の噂を聞い 、心狭いものは秘して見せない 火災などで亡び失なうこと間々ある、惜しいこと、と書き送っている。　?????????
。天保三年九月十六日、馬琴は、李笠翁の『十二楼』の下直のものあれば、一部ほしい、と河内
屋茂兵衛
）（（
（
に注文した。十月十三日、追々船積みすると案内した茂兵衛からの書翰を、小網町岩佐屋から受け取った。
十月十八日の茂兵衛宛の書翰
）（（
（
によれば、下直の本あるので、丁子屋平兵衛への積み合わせで、近々の船便りに送本す
る、と茂兵衛から連絡を受け、十月二十一日、馬琴は 茂兵衛に下直といっても何ほどか直段を知らせてもらいたい、と書翰に書いて出した
）（（
（
。
　
十一月二十四日の河内屋茂兵衛・丁子屋平兵衛宛の覚
）（（
（
に、未着ながら『十二楼覚世名言』一帙、金三朱、 『侠客伝』
などの潤筆料で決済する、と記している。閏 一月 六 に、丁子屋へ着いた『十二楼』六冊を、丁子屋が、小者をもって届けてきた。　
十二月八日の篠斎宛の書翰
）（（
（
に、茂兵衛から船積みで到着した、寛政の末、儒者北條文蔵の蔵書を借りて読んだが、
大かた忘れた、思いのほか淡薄、用立つこともな と書き送った。　
馬琴は、閏十一月二十五日から晦日にかけて、夜に読み、十二月朔日、四日に四冊めを、翌年、天保四年一月六日
から九日に五冊め巻九まで、十五日から十七日に、巻十二まで残らず披閲して卒業した。　
七月十四日の桂窓宛の書翰
）（（
（
に、趣向淡々しく、目にとまる妙の趣向多くはない と書き、十一月六日、篠斎に、馬
琴自身、笠翁と称していのは、著述した李笠翁
（清の初の人）
への信仰故ではなく、 「かくれみのかさ」の歌の意、蓑
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笠と称し、蓑を略して笠翁と称している、と説明して、湖上の笠翁、その風流など、李笠翁について管見を記している
）（（
（
。
　??????
。天保三年九月十六日、馬琴は、河内屋茂兵衛へ、建部綾足の『西山物語』銀一、二匁でよい古本があ
れば頼みたい、 注文した
）（（
（
。十月十三日、馬琴は、茂兵衛から、丁子屋平兵衛方への船積みに積み合せて、下直のも
の送る、との書翰を受け取り、二十一日、下直であろうから、と注文した
）（（
（
。十一月二十四日の河内屋茂兵衛・丁子屋
平兵衛宛の覚
）（（
（
に、銀一匁五分、未着とみえる。
　
閏十一月十六日、丁子屋平兵衛が、小者をもって、 『西山物語』一冊など、茂兵衛からの送本を届けてきた。
　
なお、馬琴は、九月十六日、桂窓に、綾足の戯作を見たいので、 『西山物語』のほかの所蔵ものを来春に貸しても
らいたい、と頼んでいる
）（（
（
。
　??
?
??
。天保三年十月朔日、山本宗慎殿が来宅し、古本『江戸名所百人一首』一冊、 『七夕考』一冊を宗伯に見
せられた。十八日 『江戸名所百人一首』 、使札をもって、返本するよう求められたので返 。馬琴は、二十日、半冊ほど披閲し、二十五日、筆工河合孫太郎に、 『七夕考』と料紙を渡し、十一月十八日 写しと原本を受け取り筆料七二文
（一三六文貸し分を引いて）
を支払った。 『国書惣目録』に三本みえる。いずれか未詳。
　??
?
?
?
??
（ 『得泰船筆語』 『得泰船筆録』 『得泰船筆話』 ）
。天保三年十月四日、木村黙老から使札あって、 『得泰船筆
記』を貸された。馬琴は、十四日 来宅した渥見 重に、その原本と料紙を預け、筆工久和島雲磴へ届けるよう頼んだ。十一月十日、覚重が、僕をもって 雲磴の写しと原本を届けてきた。馬琴は、筆料銭三五一文をその使に預けた。十五日、黙老からの使札を幸便として返本した。　
翌年、天保四年六月二十五日、馬琴は、昨冬の写しを校訂した。誤字多く、全六〇丁余 夜までかかって終えた。
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天保四年一月十五日の篠斎宛別翰
）（（
（
に、是は先年遠州へ漂流の舶人と、聖堂の書生野田氏との筆談、至極おもしろい、
見るのであれば貸し出す、と書き送った。三月十一日の桂窓宛の別紙添状
（口
状
）（（
（
）
に、写し出来次第、篠斎子に見せ
るので、申し合わせて見るように、と伝え 篠斎は、読んでいるので貸進に及ばない、と馬琴へ返信した
）（（
（
。
　??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
（ 『讃州寒川郡津田村漂流人勝之助口書一件』 ）
。天保三年十月四日、木村
黙老から使札あって、 『漂流人勝之助口 、流人文政九流寓対問記』を貸された。馬琴は、六日 筆工久和島雲磴に写させるため、渥見覚重方へ、原本と料紙を清右衛門に届けるよう申し付けた。十四日、雲磴が写しと原本を持参した。　
馬琴は、十月二十日、 『漂流記』を黙老に返上し、翌年、天保四年七月二十日に、 「聞まゝの記」五の下を披見して
いて、雲磴が重ね写しをしたものか、脱簡を見出した。先達て篠斎から伝えられていたことであった。　
翌二十一日、黙老方へ、清右衛門をもって、再借用の願いを申し出た。二十二日、黙老から使札あって、貸出を受
けた。馬琴は 脱簡を書き入れて補綴し、同書追加の図説の画図一丁半を影写し、二十三日、漂流人持ち帰えりの物・船の図など残らず写し、筆工の分を写し 二十四日、追加分、筆工分残らず謄写、二二丁 書画ともに写して、二十六日、黙老からの使札を幸便として返上した。　
遡って、天保四年一月十四日の桂窓宛の別翰
）（（
（
、十五日の篠斎宛の別翰
）（（
（
にみえる、馬琴が貸進した『漂流記事』など
合本一冊は、勝之助の漂流記であり、篠斎が脱簡を見出して知らせたのであった。　??
?
?
?
??
。馬琴は、天保三年十月十八日頃の篠斎宛書翰断
簡
）（（
（
に、 『四程指南車』に、多気が大和海道にあると
記している、 『和名抄』に多気郡にありとみえる、 『侠客伝』二編に入用 北畠満泰の子俊雅、以前多気に居た、詳らかでないが、多気としておく、と記し、十一月二十六日、桂窓からの示教 、多気 こ 疑惑氷解した、と謝礼を述
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べ、 『指南車』にたげとにごりを付しているので、 『侠客伝』二編の板下に多
?
気?
とにごりを書かせていたが、にごりを
消して彫りに出した、あと〳〵七、八編あたりに多気のこと出すので、大益になった、伊勢地図一本を篠斎桂窓両君から贈られたことも意外の大幸、と謝意 書き送った
）（（
（
。
　
蔵書目録にはみえない。入手の経緯が詳らかでないが、所蔵していた、と考えられる。
　??
?
??
。天保三年十一月十四日、馬琴は、篠斎
（隠居改名佐六）
からの送本『南狩録』などを受け取り、十六日、
巻一を、二十九日、晦日、巻二を、閏十一月朔日、巻三を披閲校訂し、巻一、巻二の両冊に句読を施した。　
十一月二十五日の河内屋茂兵衛宛の書
翰
）（（
（
に、 『侠客伝』の引書として『南狩録』を含む借用の一一部と、茂兵衛世
話による買入の四部などをあげ 侠客伝 骨組をしっかりと ものにする、 馬琴 心懸けを書き送っ 『南朝巡狩録』もそこにあげていて 同じ十一月二十五日の篠斎宛の書翰
）（（
（
に、桂窓子が似た書名の故に間違って、買い求
めたのか、珍重すべきものではない 高料に求めたのであれば気の毒なこと、 『南朝巡狩録』は一四巻 旗本大草氏が数年の苦心をもって、文化中に稿し、一本を公儀へ献上して御文庫 蔵されている、 『南 、享保中、順逆の理を論じ もの それほど用 は立たないが、初めて見るも 、写しを作る、誤字があ 残らず校訂して返す、このこと桂窓子に 伝える、と書いた。　
翌日の桂窓宛の書
翰
）（（
（
に、十一月十四日に『南狩録』を受け取り恩借した、 『南朝巡狩録』と似た書名故の間違いと
考える、順逆の理り、多くは山崎闇斎、谷重遠の論をのせ、新説がない かしながら初めて見る稀な珍書 写しを作りたい、恩借の謝意として、誤写を校訂して返上する、と書き送った。　
翌年に至って、天保四年三月九日、来宅したお久和に筆工久和島雲磴へ届けるよう巻一、巻二の二冊と料紙を預け
た。二十二日、雲磴が来宅し、対面した馬琴へ、巻一の写しと原本 渡し 馬琴から筆料銭二六二文を受け取った。
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馬琴は、雲磴の願い通り、写し四五枚のうち九枚に銭六文ずつ、残り三六枚に銭五文ずつとして、筆料を支払った。そのあと、雲磴の勘定違い、銭二四文の過払いに気付いた。五月六日、渥見覚重が、使をもって、雲磴の巻二の写し六七枚と原本を届けてきた。雲磴の書付通り、六七枚のうち細字の九枚に銭八文ずつ、そのほか銭五文ずつ、三七四文を支払うこと して、金一朱
（過分銭三八文）
、巻三、料紙五二枚、ほかに巻二の料紙不足分一〇枚を、下女をもっ
て覚重方へ届けさせた。十七日、雲磴が 巻三の写しと原本を持参し、過分の貸し分を差し引いた銭二四二文の筆料を受け取った。　
七月十四日、馬琴は、写しが出来た『南狩録』など恩借の本の九部、篠斎への返却本を含めて今便で発送する、と
桂窓に書翰
）（（
（
を書き、十七日、 『南狩録』三冊も入れて、発送する紙包みを拵えた。
　
なお、一月十四日の桂窓宛の別翰
）（（
（
に、戸田家深川下屋敷に慥な筆工がいるけれども、極老人、細書ものは一向に出
来ない、あらいものを写させている、確かな者でなければ、奇書を写しに出せない、なかなか筆工がいなくて困っている、頼まれている写しも、はやくできない、と伝え いる 極老人という は雲磴のことである。　??????
。天保三年十一月十四日、篠斎から『桜木物語』などが届けられた。馬琴は、十八日に上冊を、十九日
に下冊を校閲し、閏十一月二十六日 筆工久和島雲磴へ 上下二冊と料紙を届けるよう 渥見覚重に預けた その後の記事が日記にみえないけれども、雲磴が写しを馬琴へ渡した、と思われる。　??
?
?
??
??
?
?
??
??
?
?
?
??
。馬琴は、天保三年十一月十四日、篠斎から恩借した『筑紫の巻』 『伊勢の
巻』 『十津川の巻』を受け取り 十七日に披閲した。閏十一月三日 『伊勢の巻』 『十津川 巻』二冊と料紙を、来宅した渥見覚重に預け、筆工久和島雲磴に渡させ 十五日、覚重の使から両書の写しと原本を受け取り、その使に、『筑紫の巻』一冊と料紙を預けて、雲磴に渡させ、二十六日、その写しと原本を受け取り、筆料を支払った。
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十一月二十五日、河内屋茂兵衛に宛てて書
翰
）（（
（
を送り、 『侠客伝』の引書の一つとして『つくしの巻』をあげ、同日
の篠斎宛の書翰
）（（
（
に、いたく俗文、文明前後に書いたものでなく、後のもののように思う、と書いた。ほかに『伊勢の
巻』三巻一冊も、 『侠客伝』の引書として用いたといい、借り出して写した、と茂兵衛に伝えた。 『十津川の巻』について、疎漏ながら実事を書いているが、楠（楠木）のあまりに華々しい討死の体などは承引しがたく、後に書かれたものか、と篠斎に書き送った。　
馬琴は、翌年、天保四年一月十七日、返本すべく、篠斎へほかの返上、貸進のものととに、飛脚問屋嶋屋佐右衛門
方へ届けさせた
）（（
（
。
　??????
。馬琴は、天保三年十一月十八日、木村黙老から『異国往来』一冊を貸され、校閲して、閏十一月八日、
筆工河合孫太郎に、原本と料紙を渡し、二十八日、写しと原本を受け取り、筆料金一朱を支払った。　
翌年、天保四年七月朔日、馬琴は、写本を校訂し点を付けた。
　
なお、この『異国往来』は、どの本か未詳。
　?????
??????
。天保三年十一月二十三日、篠斎と桂窓が、伊勢の大画図、絵図、 『北畠記』 、 『北畠系図』を
送ってきて、小網町の岩佐屋から届けてきた。馬琴は、両 二十六日終日校閲した。絵図は両人からの進物であった。　
十一月二十五日の河内屋茂兵衛宛の書
翰
）（（
（
に、 『侠客伝』の引書として両書もあげ、その骨組をしかりとしたものと
して著述する、と書いた。同日の篠斎宛の書翰
）（（
（
に、 『侠客伝』に、 『南朝紀伝』 『読史余論』 『南朝公卿補任』によって、
北畠満泰としたが 両 には満雅とある、著述引用の眼をもってよく見ないと、うか〳〵 見過す、お蔭で大学問した、と書い 謝礼し、桂窓にも同様のことを書き送った
）（（
（
。
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馬琴は、十二月二十一日、両書と料紙を、下僕をもって、渥見覚重方へ届け、筆工久和島雲磴に渡すよう頼んだ。
二十七日、覚重が『北畠記』一冊の写しと原本を持参し、馬琴から筆料銭一〇三文を預かった。　
翌年、天保四年一月十七日、覚重が、僕をもって 雲磴の『北畠系図』の写しと原本を届けてきた。馬琴は、筆料
銭一八四文をその使に預けた。　
天保四年一月十七日、 『北畠
記
）（（
（
』を桂窓宛に返上すべく、飛脚問屋嶋屋佐右衛門方へ出し、五月朔日に『伊勢国司
系図
）（（
（
』を送ると伝え、五月十六日、 『伊勢国司系図の巻』を五月朔日に送本した旨を桂窓に伝え
）（（
（
た。
　??
?
?
??
。天保三年十一月二十五日の篠斎宛書
翰
）（（
（
によれば、馬琴は、 『北海異談』写本四冊を買い入れた篠斎か
ら、貸してもよい、との申し出を受けて、そちらで写させてもらえるのであれば頼みたい、筆料、料紙何ほどか、序の折に報らせ ら たい、借用しているものの写しもの多く、なか〳〵急に写させられな と篠斎に頼んだ。　
十二月十一日、馬琴は、筆料、料紙、仕立の代金を報らせてきた篠斎に、労煩を感謝し、江戸で写させるので、許
借願いたい、と書
翰
）（（
（
を書いて出した。婿
（渥見覚重）
と同藩
（宇都宮戸田家中）
の隠居老人、拙方からの写しものを内
職として年中写している、老人故、極く細字のも を写しかねるけれども、手透きにするのも気の毒、写させたいと思う、 筆工久和島雲磴についても認めている。　
翌年、天保四年七月十三日の篠斎宛書翰
）（（
（
に、馬琴は、篠斎からの送本を六月二十三日に受け取った、と認めた。そ
の送本のなかに、 『北海異談』四冊もあった。馬琴は、恵借 感謝し この書、虚実なかばながら、当時の秘説をよく書いている、文を飾ること多いので、悉くは信じがた 、去年恩借の「北海五部の書」 、拙蔵の『北地文通』と併見すれば、遺漏ない、誤写少しずつあるので、雌黄を施して校訂 ておく、と書き送った。　
六月二十二日に、 『北海異談』全四冊のうち三冊を、二十三日に巻四を披閲して卒業した と 記に いている。
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書翰の送本落手の日付と一日食い違っている。　
七月六日、馬琴は、巻一と料紙美濃紙一帖を、筆工山科宗仙に預けて、筆工久和島雲磴へ届けさせた。雲磴が、老
病少しずつ快くなって、大字のもの写したいと願っていた。　
八月五日、宗仙が 雲磴の写しと原本を持参した。馬琴は、宗仙に、雲磴へ渡すよう、巻二と料紙を預けた。雲磴
が巻二を写しかけて大病になった。宗仙が引き取って写し、二十六日、写しと原本を持参した。　
九月七日、宗仙が来宅し、雲磴が九月朔日に死去した由を告げた。七二歳であった。馬琴は、二十 日、宗仙へ写
し残り二冊、料紙美濃紙二帖と七枚を渡し、二十七日、その写しと原本二冊を受け取り、筆料金一朱と銭一二文を支払った。　
十一月六日、篠斎へ、 『北海異談』四冊を返上する、御礼心までに、誤写を校訂しておいた、と認めて書
翰
）（（
（
を出し、
送本した。　??
?
?
??
。天保三年十一月二十六日の桂窓宛の書
翰
）（（
（
に、馬琴は、 『職方外紀』という珍書を所蔵され、見たいの
であれば貸して下される由、是非拝見したい、何巻あるものか、そちらによい筆工がいれば、写させてもらえないか、筆料、紙代何程か知らせてもらいたい、道中の往来費用を省ける 今のところ借用 本を多く写させていて、急いで写させられない、そち で写させられないならば、借用して此方で写させる、と申 入れた。　
十二月八日、馬琴は、桂窓へ書翰
）（（
（
を出し、秘蔵の『職方外紀』一冊、附図一帖を、手代交代を幸便として許借され、
落手して早速に繙閲、一亘り卒業、珍説多く益を得ることができる、書林仕入本とみえ 手熟れた筆工に写さていてちょと見れば奇麗ながら 誤字多く画を略 ていて惜しい、恩借の礼に 校訂 始めたけれども 日々多用、来春返上までに残らず校訂する、と謝意を伝え
滝沢馬琴書籍の蒐集・抄録・借覧　㈢
165
　
閏十一月二十三日に、馬琴は、桂窓の江戸店から受け取っていた。閏十一月二十六日、馬琴は、四九丁めまで披閲
した。覚重が来宅したので、附図の写しを頼み、代料金二朱とするつもであることを話し、紙代銭一〇〇文と原本を渡した。十二月二日夜、三日夜 四日、巻六終りまで披閲し、十三日、巻二まで数丁を校訂、十四日、四 丁校訂、十五日、点附を始め、十六日、巻一残らず点附、十七日 巻二の一〇丁余校訂した。二十七日、覚重が附図の写しを持参して見せ、来春、裏打して折本に作って届ける と伝えた。馬琴は、筆料金二朱を渡した。晦日 巻二を再校し、点附をした。　
翌年、天保四年一月十四日、馬琴は、桂窓宛別翰
）（（
（
によって、返送した『職方外紀』を落手した旨の知らせを受けた、
尚又、入念校訂 ところ、落丁二丁あって、その内、一丁が原本の落丁、一丁が写し人が二丁重ねて引写したとみえ、半丁ずつ見わたし一丁の脱落となっている、深川屋敷の老人 、折々重ねて二 を一丁に写すこと って、はじめ気付かず、原本を返して程なく気付いたけれども 借り寄せないで落丁 ゝにしておく、誤 の分、入念に直し、句読も半分余点附した、と伝えている　
一月二十九日、覚重が附図を折本に仕立てて持参した。 月十一日の覚重方からの使に、 『職方外記』と紙料を預
け桑島（久和島）雲磴に届けるよう 覚重に伝えさせ 。　
三月九日、お久和が、雲磴の写しと原本を持参し、その筆料金二朱を預けられた。馬琴は、桂窓への長文の書翰を
認め、返送する『職方外紀』一冊と附図などを包み、十一日、宗伯をもって 嶋屋へ届けて松坂へ送るよう手続きた。その桂窓宛書翰の追
啓
）（（
（
に、昨冬恩借の『職方外紀』 、図本を正月に写し、製本とも出来、筆工の分、今日出来、
原本赤くなったけれども、直して句読もいたし、それも著述 故に急に出来かねるので、少しも早く返上しようと、飛脚に出した、などと書いた。さらに、十一日の別紙添状
）（（
（
に、口状として、 『職方外紀』一冊、 『同附図』一本を今便
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で返上する、かねて伝えたように、誤写多いので校訂し、句読、点附も過半したが、多用のため未果、あかくなったけれども大方読める、よい筆工に写させ、別本として善本にされるよう、老拙、写本を原本と校合し返上すればよいけれども、多用で暇がない、御秘蔵の書、一日も早く返上する、と記し 尚書して 脱簡、二丁重ね写 あり 一丁不足、そのところ朱をもって記した、と追記した。　
五月朔日の桂窓宛の書
翰
）（（（
（
で、 『職方外紀』 『同図本』 、四月三日落手の由安心した、殊の外誤写多く、多用中ながら
校訂し、あまり雌黄を施して汚し、貴意に叶わなくなっ か、已来深く校訂しない、手前の写本を校訂せず、製本もしていない と伝えた。　
六月二十一日、篠斎から落丁分などが届いた。二十八日、二十九日、両日かけて校訂し点附した。七月十三日、馬
琴は、篠斎に宛てて書
翰
）（（（
（
を送り、 『職方外紀』の落丁一丁を写させて送って下さり、別本をもって、錯簡も印して示
されたので、錯簡のところを入 直し 落丁のところ切り離し張り合わ た、善本になり忝仕合、その外の脱簡 凡そ一〇丁ばかり 截捨てたとみえ 桂窓子の蔵書、誤写多く 校訂して 校訂し、脱簡 落丁とも具足させ、御礼尽しがたい と謝意を表した。　
翌七月十四日、馬琴は、桂窓宛の書
翰
）（（（
（
を認め、 『職方外紀』について、篠斎子より重ね写しの落丁一枚、錯簡の分、
巨細な書付を下され、校訂して善本になったが 一〇丁ばかり落丁あり 切捨てたと察せられる、御蔵書も、落丁、錯簡を直された由、篠斎子から承った、と伝え 。馬琴からの返本 受け取った桂窓が、篠斎の別本をもって直したのであろう、篠斎が馬琴の手許の写本の錯簡、落丁を知 、馬琴に、落丁の分の写 を贈ったり、錯簡を示教したのであった。　
翌年、天保五年七月二十二日、馬琴は、表具師万吉に、表紙の直しを申し付け、二十五日に受け取った。
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　??
?
?
?
?
??
。馬琴は、天保三年十一月二十六日の桂窓宛書
翰
）（（（
（
に、北畠三代目満泰卿、 『将軍譜』に満泰とある、
と根拠の一つとしてあげている。書名を『将軍家譜』ともしていて、天保七年十月二十六日の篠斎宛書翰
）（（（
（
に、野生の
蔵書を売る日本橋辺りの市宿方の市で、両三人引ぱりあらそって入手しようとする有様、と書いた。　
翌年、天保八年四月二十二日、 『将軍家譜』など失ない、盲人杖に離れたような困ること度々ある、と篠斎宛書
翰
）（（（
（
に認め、十二月朔日、桂窓宛書翰
）（（（
（
で、松坂の書肆にあれば知らせてもらいたい、と頼んだ。蔵書沽却の内へ紛れ入れ
て売り払った、甚だ不自由、岡田屋へ申し込んだが まだ、何も申してこない、という状況であった。　
翌年、天保九年七月朔日の桂窓宛書翰
）（（（
（
によれば、桂窓が入手し送本してきて、その代金を指示通り岡田屋へ為替と
して、閏四月十二日に渡した。当今稀なもの、重宝している、万々大慶、とその桂窓宛書翰に謝礼を書いている。　?????
。天保三年閏十一月六日、屋代弘賢殿から、使札をもって、同人蔵板の『琉球状』一巻を贈られてきた。
　??
?????
。馬琴は、天保三年閏十一月二日夜、 『義貞記』を、六日、 『陽復記』二冊を披閲した。
　
十二月四日、山本宗慎殿が来宅し 馬琴、宗伯が対面した。先月に見せられた『義貞記』 、 『陽復記』を宗慎殿に返
本した。 『義貞記』 『陽復記』の直段を書賈が引くといえば、買い取りたいと話した。十三日、宗慎殿が来宅し、書賈雁金屋に懸け合ったところ、代料を銀三匁にまける由を伝えた。馬琴は、買い入れることとして、代銭三三〇文を宗慎殿に預けた。　??
?
?
?
??
。天保三年閏十一月十四日、山本宗慎殿が来宅し、 『高子観遊記』一冊を貸された。馬琴は、その夜
に披閲し、翌十五日、来宅した渥見覚重に、原本と料紙を預 、筆工久和島雲磴に届けるよう頼ん 。二十六日、覚重が、原本と雲磴の写しを持参 。馬琴は 『つくしの巻』一冊の写し に筆料銭二二七文を預けた。二十九日、宗伯が、山本啓俊様、宗慎殿へ寒中見舞に行くのを幸便として返本した。
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天保四年七月朔日、馬琴は、 『高子観遊記』写本を校訂し点附した。
　??????
。天保三年十二月八日、馬琴は、桂窓へ『白石手簡』を借用したい、と申し入れた
）（（（
（
。
　
翌年、天保四年三月九日の桂窓宛の書翰
）（（（
（
によれば、二月二十二日に、桂窓からの送本を受け取った。馬琴は、四月
八日、巻一、九日、巻二半まで、十日、巻二末までと巻三、十一日、巻四を校訂した。写本に誤字が多くあった。　
八月十七日、筆工山科宗仙に、巻一、巻二 二冊、料紙美濃紙二帖と四三枚を渡 、二十六日、宗仙からその写し
と原本を受け取り、筆工久和島雲磴の分を引きついだ『北海異談』巻二、計三冊分の筆料金一朱と銭三八八文を支払い、巻三、巻四の二冊 料紙美濃紙三帖を渡し、九月七日、その写しと原本を宗仙から受け取り、筆料金二朱
（銭二
三六文過分）
を支払った。
　
五月朔日の桂窓宛の書翰
）（（（
（
に、以の外の誤写があり、恩借に対する謝礼までに、よく読めるように直した、貴意に叶
うかどうか、と書き送り、十一月六日の桂窓宛書翰
）（（（
（
で、篠斎子への返上ものと一緒に今便に出す、と伝えた。
　??????
????????
。天保三年十二月八日、馬琴は、桂窓へ『新安手簡』 『新安手簡拾遺』を借用したい、
と申し入れ
た
）（（（
（
。翌年、天保四年二月二十日、桂窓から送られてきた『新安手簡』一冊、 『新安手簡拾遺』一冊などを
受け取った
）（（（
（
。四月十一日、十二日、両書を校閲し、雌黄を施した。
　
九月十五日、筆工山科宗仙に両書と料紙を渡し、二十二日、その写しと原本を受け取り 筆料金一朱と銭三八文を
支払った。　
馬琴は、五 朔日の桂窓宛書翰
）（（（
（
に、以の外の誤写、何分そのまゝにしておけないので、よく読めるように直してお
いた、是は、恩借への謝礼の気持でいたしたこ であるが、貴意に叶うかどうか、と書き送り、十一月六日、桂窓に、篠斎子へ送る分と一緒の便に出す、と伝え
た
）（（（
（
。なお、その書翰に、 『新安手簡』二冊とあるが、手簡と拾遺の二冊を
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指す、と思われる。筆工宗仙に渡した折の日記の記事にも『新安手簡』二冊とあるけれども、宗仙が、 『新安手簡』 、『新安手簡拾遺』の写しを届けている。　??
?
??
。天保三年十二月八日、馬琴は、桂窓に、 『雑問答』を借用したい、と申し入れ
た
）（（（
（
。賀茂真淵の作の由、
まだ読んでいない いう。　
馬琴は、翌年の前半までに、桂窓から借用して筆工に写しを申し付けていたようで、七月十三日、渥見覚重が、使
をもって、筆工久和島雲磴による『雑問答』一冊の写しと原本を届けてきている。翌十四日、馬琴は、桂窓宛の書翰
）（（（
（
で、恩借に多謝し、今便で返上する、と伝えた。　??
?
??
??
?
?
?
??
。天保三年十二月八日、馬琴は、桂窓に、所蔵の『古史通』が善写本であれば、それをも
って、悪写本の拙蔵本を校訂したいので、借用したい、と頼んだ
）（（（
（
。その桂窓宛書翰の別紙
）（（（
（
の著作堂蔵
白石先生著書
目次に、 『古史通』 『古史通或問』もあげ ともに、抄本、悪写本と書き込みをしている。　
翌年、天保四年一月十四日の桂窓宛別翰
）（（（
（
によれば、桂窓の本も悪写本とのことで借用しなかった。
　
六月二日 黙老が、使札をもって、 『古史通』 『古史通或問』を貸された。馬琴は、早速、 『古史通』を披閲し、三
日、校閲して雌黄を施し、四日、 問』を校閲して雌黄を施した。恵借の本も悪写本であった。両書九冊の校訂を四ツ時に卒業した。黙老のため 借用本を校訂した。　
七月二十八日、馬琴は、筆工山科宗仙から『古史通』三冊の写しと原本を受け取り、筆料金一朱を支払った。先の
銭一九四文過分を差し引いて銭二〇〇文を支払うところ 次回の筆料で勘定すること した。巻四、巻五の二冊と料紙を渡し、八月五日、その写しと原本を受け取り、筆料を差引勘定 て支払った。十一日、黙老からの使札に、 『古史通』五冊を渡して返本した。
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五日、宗仙に『古史通或問』巻一、巻二の二冊と料紙を渡し、九日、その写しと原本を受け取り、筆料金一朱
（銭
九〇文過分）
を支払い、巻三、巻四の二冊と料紙を渡し、十七日、その写しと原本を受け取り、筆料差引勘定して、
銭二二六文を支払った。なお、返上については詳らかでない。　?????
。天保三年十二月八日、馬琴は、桂窓へ、新井白石の『鬼神論』など恩借を申し入れた
）（（（
（
。
　
翌年、天保四年一月十四日、桂窓へ、昔年、 『燕石雑志』を著した頃、白石の『鬼神論』入用でさがした れども、
書肆になく、誰からか借りて読んだものの 記憶 な 、思い違い、忘れごと折々あって、ちと老耄の下地かと思うこともある、と書いて送った
）（（（
（
。
　
五月二十九日、馬琴は、岡田屋嘉七方へ寄り、 『鬼神論 を買い入れ、六月朔日、上下を披閲し 誤写多いので、
二日までかけて、校訂し 点を附し 。七月十一日、岡田屋嘉七方から代金を受け取りに来宅した。馬琴は、八日、清右衛門に、三田長運寺参詣の序に、代銀九匁を嘉七方へ支払うよう申し付けていた。十日か十一日に届ける旨を伝えた。七月十四日、桂窓宛書翰
）（（（
（
に、先月買い入れた、板本ながら誤字多く、読めないところもあるので、雌黄を施し
校訂し 、所蔵本と引き合わせて校訂したい ということであれば貸進する、と書いた。　
十二月十一日、桂窓へ、校訂したいということであるから貸進する、今便で送本する、ゆる〳〵弁用を と書翰
）（（（
（
を
書き、十二日に送本した。　??
??
。天保三年十二月八日、馬琴は、桂窓へ、 『塩尻』の良い写本、そちらの懇意の書賈へ何程の価で入手でき
るか、問い合わせてもらいたい、力に及ぶほどの価であれば買い入れたい、と書翰を送って頼んだ
）（（（
（
。文化のはじめに、
一坊賈 ら四五巻 金 両、写しも相応の本、買い入れるべきところ、近くの浅野殿五千石の勢いに敵しがたく、手に入れることができなかった、遺憾であった その節 為朝の譜は抄録 、と う。
滝沢馬琴書籍の蒐集・抄録・借覧　㈢
171
　
翌年、天保四年一月十四日の桂窓宛別
翰
）（（（
（
に、 『塩尻』のこと、高料の由、まず〳〵この慾を断つ、と書き送ってい
る。　
その翌年、天保五年三月二十四日、黙老から使札あって、 『塩尻』巻一より巻三の三冊を貸された。馬琴は、その
夜、晦日の夜に披閲し、四月二十六日、黙老からの使に、その三冊を渡して返本した。そのあと、巻四より巻七の四冊を借用し、五月五日夜、巻 、十日、六月二日、巻七まで披閲し、巻五より巻七の数条を抄録して、四日、巻五（四カ）
より巻七の四冊などを、清右衛門に預け、黙老方へ今明日中に返本するよう申し付けた。五日、黙老が、使
札をもって巻八より巻十二の五冊を貸され、夜、巻八を披閲した。　
七月五日、終日腹痛ながら、巻十二まで披閲し、 二 、抄録三六枚を、筆工大嶋右源二に料紙添えて渡した。二
十八日、右源二から抄録の写しを受け取り、他の写しと合わせて 筆料金一朱と銭二〇〇文を支払った。　
八月十二日、終 巻九より巻十一の三冊を、十 日、巻 を抄録した。十四日、黙老からの使 預けて、借用
の五冊を返本した。十八日、黙老が 使札をもって 巻十三より巻十七の五冊を貸され、馬琴は、夜、巻十五を披閲して、誤脱多く読めないところ多いことを知り、巻十六を読みかけ 十九日、巻十 た。誤脱多くて読めなかったり、重複しているところが く 黙老が、本屋の仕入ものの悪本を買い入れた であろう、と考えた。二日、巻十三、巻十四 披閲　
十月二日夜、巻十三、巻十五を抄録し 三 、巻十三より 七 のうちの三冊を抄録し終えた。五日、清右衛
門に、五冊を黙老方へ届けるよう申し付け、六日、清右衛門 届 て返本した。七日 黙老が、使札をもって、巻十八より巻二十の三冊を貸された。来春、黙老が致仕すると 噂があった。馬琴は、夜 巻二十を披閲し、九日の夕方から巻十八を校閲し、十日、その巻の入用のところを写させるため、誤字など墨 もって 半冊ほど校訂 十 日
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夕方、校訂を続けて、巻十八を校し終え、十二日夜、巻十九を披閲し、四ツ時に終えて、二〇巻を卒業した。　
二十五日、巻十八と料紙を筆工三田村三碩に渡し、十一月五日、写しと原本を受け取り、筆料銭二〇八文を支払っ
た。十二日、巻十九、巻二十を抄録のため調べ、誤写を校し 十八日、その二冊と料紙を三碩に渡し、十二月十五日、写しと原本 冊を受け取り、十六日、三碩の使の老母に、筆料金一朱と銭六六文
（料紙不足五枚分一五文ともに）
を渡
した。十八日、清右衛門に、黙老方へ借用の三冊を返本するよう申 付けた。　
その後、天保十年八月十二日頃、桂窓へ沽却したい
覚
）（（（
（
に、 『塩尻抄』四冊、代金二分、とみえる。九月二十四日の
桂窓宛書翰
）（（（
（
によれば、桂窓が『塩尻抄』など三部を買い入れた。
　???????
。馬琴は、天保三年十二月八日、桂窓へ書翰
）（（（
（
を書き、天野信景の『南朝紹運図』を貸してよいとのこ
と、借用したい、と頼んだ 『塩尻』にのせてある、 『塩尻』をそちらの書賈に問い合わせてもらいたい、力 及ぶほどならば買い入れたい、高料であれば、所蔵の本 借覧したい、と申し入れた。　
馬琴は、翌年、天保四年一月十四日の桂窓宛別翰によれば、 『塩尻』高料、 『紹運図』を貸してもらうこ とし、三
月九日の同人宛書翰に、二月二十二日、 『紹運図 を含む恩借一三部を受け取った、大悦不過之と謝礼を書いた
）（（（
（
。
　
六月二日、馬琴は、 『南朝紹運図』 、 『南朝紹運録』 、料紙を 筆工山科宗仙に渡し、九日 写しと原本を受け取り、
筆料を支払った。　
七月十四日、馬琴は、 『紹運図』を含む恩借九部を、今便で返上する、と桂窓に伝
え
）（（（
（
、十七日に紙包みを拵えて、
発送する準備 した。　??????
??????
??????
。馬琴は、天保三年十二月八日の桂窓宛の書翰
）（（（
（
で、唐山の碑史をよく読もうと
思うのであれば、まず、二十一史からはじめて、 『少微通鑑』 『宋元通鑑 『十九史略』など 読まなけ ばならない、
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俗語小説で小口を知ろうとする時、起原を詳らかにしなけばわからない、と意見を述べていて、自身読んでいることを伝えている。蔵書目録にはみえないが、所蔵していた。天保三年八月十四日、篠斎から借用した『征西狄青伝』と見合わせるため、 『宋元通鑑』を読み、天保五年九月八日、唐本の帙拵えるもの して、 『少微通鑑』などを、表具師万吉に渡している。　
天保十三年八月六日の篠斎宛書
翰
）（（（
（
（代筆）
に、小子手に入れたものとして両書などを記しており、二年前、天保十
一年六月六日の篠斎宛別紙
）（（（
（
に、拙蔵の唐本類を岡田屋に残らず沽却する、その内、 『事文類聚』 、桐の箱入大冊合本一
七冊金二両、両通鑑二帙金一両、書肆へ売るより友人の蔵に収めてもらいたい、長谷川氏に伝えてもらいたい、と認め、両通鑑は、二十一史の代りとなる 籍であ 、と説明している。なお、 『事文類聚』は、合巻二五 蔵書目録にみえる。天保十一年八月二十一日の篠斎宛の別紙と別包添
状
）（（（
（
（代筆）
によれば、 『事文類聚』合本二三冊、外に写本
一冊、代金二 で、篠斎が買い取った。先に『事文類聚』を合本一七冊と記したのは覚え違い、二三冊、岡田屋が金二両と直段を付けた、高料ではな と思う、と記している。　??????
。天保三年十二月八日、馬琴は、桂窓に対し、 『池のもくず』 、麗女がどのような事を書いたものか、序
の折に見せてもらいたい、と書翰
）（（（
（
で申し入れた。
　
翌年、天保四年一月十四日にも、ゆる〳〵でよいので、幸便で恩借させてもらいたい、と桂窓に重ねて申し入れた
）（（（
（
。
三月九日 桂窓宛書翰
）（（（
（
によれば、馬琴は、二月二十二日に受け取った。五月朔日に、筆工さえ都合つけば、写してお
きたいが、なか〳〵急には出来ない 強いて写すために留めておくには及ばない、熟覧して返上す 、と桂窓宛の書翰
）（（（
（
に認めた。
　
馬琴は、七月十四日、 『池のもくず』は珍書、筆工手まわれば写させたい、当分入用でなければ、なおしばらく留
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め置きたい、と桂窓に申し入れ
）（（（
（
、十一月六日、桂窓に、実はあまり気には入らないけれども、女筆で珍書、写したい、
十二月下旬までは写し終るので、下旬には飛脚へ出す、と伝えた
）（（（
（
。
　
十一月十六日、筆工三田村三碩に、巻一、巻二の二冊と料紙を渡して写させ、二十二日、その写しと原本を受け取
り、筆料銭 七三文を支払い、巻三、巻四の二冊と料紙を渡した。馬琴は、その写しを披閲し、巻五、一冊も披閲した。二十九日、巻三、巻四の写しと原本を受け取り、巻五、巻六の二冊と料紙を渡し、他の写しもの
（ 『告志編』一
冊）
とともに、筆料金一朱と銭七五文を支払い、夜、写しを披閲した。
　
十二月六日、巻五、巻六の二冊の写しと原本を受け取り、次の時に差し引き勘定することとして、金一朱を支払い、
巻七、料紙四四枚を渡し、十日、その写し 原本を受け取り、差し引き勘定して、筆 銭一二七文を支払った。　
馬琴は、 十一日に、桂窓へ、恵借 本、写しが済んだので 今便で返上する、と書き送って
）（（（
（
、 『池のもくず』
七冊を十四日に飛脚に出した。　??????
。天保三年十二月八日の桂窓宛の書翰別紙
）（（（
（
に、所蔵する『白石叢書』など、白石の著作を記し、貸進し
てもいい、と書き送った。そのなかに、 『西洋紀聞』大秘書としてあげた。蔵書目録にはみえない。　
翌々年、天保五年七月二十二日、馬琴は、秘書ではあるが、小葛籠に入れおくこともない、と取り出して書斎の本
箱に移した。雨気なく、残暑、終日、巽三畳の書籍など連日曝書して、済んだ分を本箱へ入れ、元の所へ納めた。宗伯、お路が曝書するのを馬琴も手伝って終え、翌日 書斎の書籍を曝書した。曝書の折に移したのであった。所蔵の経緯は詳らかでない　?????
。天保三年十二月十七日、木村黙老から使札あって、馬琴が頼んでいた『花押薮』一三冊を、水戸家中か
ら借りた由で貸してくれた。十八日から二十一日にかけて披閲して終え、二十四日 巻一を抄録、二十五日、終日
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五まで、二十六日、終日続巻一まで、二十七日に抄録を終えた。抄録分二七丁となった。二十九日、黙老方へ返本した。　
翌年、天保四年四月九日、馬琴は、河内屋茂兵衛に、 『花押薮』前編後編揃一三巻を、古本で下直であれば欲しい、
まず、直段を知らせてもらいたい、船積みして送ってもらいたい、急いでいる、と他の一〇部余とともに注文している
）（（（
（
。
　
天保五年八月十三日に、馬琴は、岡田屋嘉七方へ『花押薮』について手紙を認め、来宅した和泉屋市兵衛方の小者
に預けており、漸く、入手できたのであろうか。
（
（）
　?????
。天保四年二月八日、篠斎から紙包みが届いた。案内のあった『春柳鶯』全四冊一帙が入っていた。
　
馬琴は、天保四年三月八日、篠斎への書翰
）（（（
（
で、御年玉として、唐本『春柳鶯』一帙を投恵され、拙著の幇助になる、
大悦、と謝礼を書き、二月八日に受け取り 寸隙なく毎夕一冊、半冊と見ている、趣向巧であるが、勧懲にはいかがと思うところもある、さすが唐山には作者に富める、と感じ入っている、手透きになれば、御礼までに略評した 、と伝えた。　
馬琴は、翌年、天保五年大暑休筆して、六月二十二日、二十三日 七月朔日に、前年の巻二読み残し、巻三、巻四
を披閲して読み終えた。　??
?
?
??
。天保四年二月二十四日、黙老が、使札をもって、 『瓊浦偶筆』二冊を貸された。馬琴は、その夜、翌
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二十五日八ツ半から夜、上の巻九五丁を披閲し、三月五日、下の巻を披閲した。　
三月八日の篠斎宛の書翰に、林家の儒生が、安永中、長崎奉行の家来として出役中に、舶人と筆談したこと、その
ほか書いたものでおもしろい、珍書、写しができたらお目にかけたい、と書き送った
）（（（
（
。十一日、桂窓にも同様のこと
を書き送った
）（（（
（
。七月十三日の篠斎宛の書翰
）（（（
（
に、読まれたことのある『得泰船筆話』の野田笛浦、才子だが儒者ごころ
で、答にい がと思うこともあり、 『瓊浦偶筆』の方ができが良いと思う と記している。　
五月十七日、馬琴は、筆工山科宗仙に、上の巻と料紙を渡し、二十五日、その写しと原本を受け取り、筆料南鐐一
片
（銭一五六文過分）
を支払い、下の巻と料紙を渡した。二十九日、宗仙がその写し八〇丁ばかりを持参した。馬琴他
行中であった。馬琴は、宗仙が、三か日で写していて、麁末である、とみた。六 二 来宅 た宗仙に、筆料銭三八六文
（前の過分銭一五二文差し引いて。前記一五六文とある）
を支払った。
　
六月朔日、馬琴は、黙老方へ届けて返本するよう清右衛門 申し付けた。二十六日、二十七日、二十八日、上下を
校訂した。七月二十九日、晦日、 『采覧異言』をもって、蛮国の名、蛮名を書き入れ　
十一月六日の篠斎宛の書翰
）（（（
（
によれば、その前々日に、写本四五冊に含めて、仕立職人方へ製本に出した、とみえる。
十二月十一日、製本できたので、折をつけたのみであるけれど 貸進する と篠斎に 翰
）（（（
（
を書き、十二日、送本する
手続きをした。　
翌年、天保五年四月二十九日に篠斎からの返本を受け取り
）（（（
（
、七月二十二日、表具師万吉に、表紙を渡して掛け直す
よう申し付け、 十五日、ほかの写本製本などと一緒 受け取った。　??
?
?
??
。天保四年三月九日の桂窓宛書
翰
）（（（
（
によれば、馬琴は、二月二十二日に、桂窓に借用を申し入れていた
『伊勢軍記』一冊、 『伊勢軍記』真名本二冊を受け取った。
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馬琴は、四月二十三日、二十四日、その三冊を披閲した。五月朔日、 『伊勢軍記』漢文の方は珍書、写したいと思
う、筆工さえ都合よければ写したいけれども、なか〳〵急に写しが出来ない、強いて写すにも及ばない、熟覧して返上する と桂窓に書き送った
）（（（
（
。
　
六月九日、馬琴は、筆工山科宗仙に、真名本二冊と料紙を渡し、二十二日、その写しと原本を受け取り、筆料金二
朱と銭四四文を支払った。七月十四日、桂窓へ、真名本『伊勢軍記』を写し取った、誤字多いが、俗文だから大抵推察読みできる、そのまゝ写 せ、暇なく校訂しなかった。真名本『伊勢軍記』二冊、 『伊勢軍記』一冊など、今便で返上する、 書翰
）（（（
（
で伝え、十七日、清右衛門に申し付けて、嶋屋へ届けさせた。十九日、並便飛脚賃銭六九三文、清
右衛門が嶋屋通帳を持参して馬琴に渡した。馬琴の計算より銭二一文安かった。　???????
。天保四年四月十八日、会津の安積屋喜久治が来宅し、同人蔵板の『太平楽の巻』が出来たので、校
閲を願い出て、馬琴に一冊贈った。五月二十六日、黙老方 使に渡して貸進し 十三日、返本を受け取った。　??
?
??
。天保四年五月十六日の桂窓宛書
翰
）（（（
（
に、 『八洞天』という俗語唐本を手に入れられた由、写本多くはない
由、書名も覚えのない珍書、恵借願いたい、と書き送った。　
七月七日、飛脚問屋泉屋甚兵衛方の状配りが、桂窓からの『八洞天』などを届けてきた。馬琴は、早速披閲し、九
日までに四冊残らず披閲して卒業した。　
七月十四日、馬琴は、七夕に送本を受け取った、至極おもしろい 誤字を校訂し、雌黄を施し 、作者 明末清初
の人か、巧み 勧懲も正しい、一廉益になるもの、一本写 留め、入用の節に用立てたい、と桂窓に書き送
）（（（
（
。
　
馬琴は、九 二十七日、筆工山科宗仙に、巻一、巻二合本一冊と料紙を渡し、十月六日、その写しと原本を受け取
り、筆料金一朱と銭八四文を支払い、巻三、巻四合本一冊と料紙を渡した。 八 その写しと原本を受け取り 筆
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料金一朱
（銭二〇文過分）
を支払い、巻七、巻八合本一冊と料紙を渡し、二十四日、その写しと原本を受け取り、筆
料金一朱と銭五二文
（過分銭二〇文を差し引いて）
を支払った。十五日、筆工三田村三碩に、巻五、巻六合本一冊と料
紙を渡し、二十三日、その写しと原本を受け取り、筆料金一朱と銭七六文を支払った。　
十一月六日、馬琴は、 『八洞天』合本四冊などを、今日飛脚へ出し返本する、永々の留置きをして謝礼する、と桂
窓に書翰
）（（（
（
を送った。
　
天保五年九月九日、帙を拵えさせるため、表具師万吉に渡した。
　??
?
?
?
??
。
（ 『南海寄帰伝科』 『南海寄帰内法伝科』 ）
。馬琴は、天保四年五月二十九日、日本橋通丁での買物、芝神
明前泉屋市兵衛方へ遅れの年始、用件を済して、その向いの岡田屋嘉七方から、 『南海寄帰伝』 、白石の『鬼神論』を、代金を支払わないで、携えて帰宅した。　
六月朔日、上冊少々披閲、五日、下冊披閲して、卒業した。七月八日、清右衛門墓参を幸便として、代銀九匁を支
払うよう申し付けた。十一日 岡田屋から代 支払いの求めがあった。馬琴は、十日か十一日、清右衛門が墓参の折に、代金を届ける旨、手代に伝えた。　
なお、前記のように、天保四年七月十四日、桂窓へ書翰
）（（（
（
で、 『鬼神論』を買い入れたことを伝えている。
　??
?
?
?
??
。馬琴は、天保四年七月十四日の桂窓宛書
翰
）（（（
（
に、 『湘山星移集』を所蔵の由、未見であれば貸し出す
とのこと、未見なので允借願いたい、と申し入れた。　
九月十六日、桂窓から『湘山移星集』 『三人懺悔物語』の二 が届いた。馬琴は、十月十二 筆工三田村三碩に
『湘山星移集』一冊と料紙を渡し、十五日、その写し一一丁と原本を受け取り、筆料銭二六文
（先の過分六二文を差し
引いて）
を支払った。三碩が、点をつけていなかったので、馬琴が残らず付けた。
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十一月六日、馬琴は、 『移星集』は、さしたる事もないものながら、古書であるから写させた、と伝え、 『湘山移星
集』など四部を、篠斎への返しものと一緒に、今便で篠斎方へ送本するので、篠斎から受け取ってもらいたい、と桂窓に書き送った
）（（（
（
。
　??
?
?
?
?
?
??
。天保四年八月二十日、木村黙老が、使札をもって、 『蘭人排気考図説』釈文一冊を貸された。
馬琴は、九月七日、来宅した筆工山科宗仙へ、料紙を添えて同書を渡し、十五日、写しと原本
（ 『排気考図解』 ）
を受
け取り、他の筆料ともに差引勘定して、銭一一一文を支払った。　
九月十九日、馬琴は、清右衛門をもって、黙老病気見舞に行かせ、同書などを返本した。
　??
?
?
??
。天保四年八月二十九日、木村黙老が、使札をもって、 『一話一言』の抄録を見せられた。九月二十日、
黙老から使札あって 過日頼んだ『一話一言』三冊を、貸本屋から借り出して届けられた。見料金三朱、黙老と半々出すこととした。　
馬琴は、二十二日、筆工山科宗仙に筆工人を世話するよう頼んだ。翌二十三日、宗仙紹介の三田村三碩が来宅した。
三碩は、同藩
（宇都宮戸田家中）
の医師で上屋敷に居住していた。馬琴は、一、二、合本一冊と料紙七〇枚
（二枚過分）
を渡し、筆料、書き様について示談した。二十六 写しと原本を三碩から受け取り、筆料銭二一二文を支払い、合本二冊、料紙七〇枚を渡し、二十九日、その写しと原本二冊を受け取り 筆料銭二一八文を支払った。写しが麁悪で読みかねるので 入念に写すよう示談した。　
十月五日、三碩からの使に、四、五の二冊、料紙八六枚を渡し、七日、料紙不足九枚を告げに来宅した三碩に、大
半紙九枚を渡し、八日、その写しと原本を受け取り 筆料九六丁銭三四八文を金一朱
（銭六二文過分）
として支払い、
六、七、八の三冊、料紙一〇九枚を渡し、十二日にその写 と原本三冊を受け取り、 料銭三九〇文
（前過分六二文
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差引いて）
を支払った。
　
八日、黙老が、使札をもって、浅草の雁金屋から全本を取り寄せて、貸本と条目を引き合わせたところ、全本二二
八〇余則、貸本六〇〇則に足らない抄録である、と伝えてきた。　
十五日、山本宗慎殿 来宅した。浅草御蔵前田中屋長蔵方へ行き、 『一話一言』について聞き合わせると、二本あ
って、ともに外へ出し いる、内一本が写し悪く貸本屋へ売るつもり、もう一本は他の人の手に渡った、いずれも全書ではない由、と話された。馬琴は、その残っている一 を 幸便の折に見せるよう、申し通してもらい いと頼んだ。　
十九日、黙老から使札あって、雁金屋の本、金五両、値引きしないというので返本した、と伝えてきた。貸本屋か
らあとの分が来ない由も伝えてきた。　
十一月六日、篠斎へ『一話一言』について詳しく書き送った
）（（（
（
。南畝子跡家督を孫がつぎ、近来窮すか追々売物に出
し、 『一話一言』五〇巻、聖堂学問所へ納め ものの副本、浅草の雁金屋から売り物に出る、価金五両、黙老懸け合うも引かず、是非なく返本、三、四部の本出来 いずれも抄録 貸し本屋の手にわた 、見料で貸す、黙老と申し合わせ貸し本を借りた、副本全 が一二八一則、貸し本が五 余 他に七四一則の写本も出た、巻十八まで合 六冊を写し、あと貸本屋が持参しない 珍書も書賈 渡れば煮たり焼たりして、全書 真面目 失なう 抄録のみ伝わり全書は亡びるか、と書翰に認めた　
翌年、天保五年一月六日、馬琴は、黙老が、紀藩にある全本を 紹介を以って借り出したい、と申して たが、そ
の後如何なったか、承っていない、と篠斎宛の 翰
）（（（
（
に認めた。
　
天保七年十月六日の桂窓宛書翰の覚
）（（（
（
に、巻十八まで合本六冊とみえるので、その後、写しを作っていないことが知
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られる。　??
?
?
?
?
??
。
（ 『三人懺悔物語』 ）
。天保四年九月十六日、桂窓から『三人懺悔物語』写本一冊が届いた。十月十
二日には、山本宗慎殿が、過日馬琴から話を聞いていた『三人法師物語』二冊を持参した。十一月六日、馬琴は、桂窓に恩借のもの返上する、老拙所持の板本『三人法師物語』二冊と同じもの、南畝所蔵本が近来売物に出たので買ったもの、校合されるために貸進する、今便で送る、と伝え
た
）（（（
（
。遡って、天保三年閏十一月二日、馬琴は、 『三人法師
物語』合本二冊を披閲し、十二月四日 来訪した山本宗慎殿へ『高野山 ほうじ』を返本している。　
馬琴は、翌年、天保五年十月二十一日、宗慎殿恩借の『三人法師』二冊と料紙を、筆工大嶋右源二に渡し、二十八
日、写しと原本を受け取り、筆料銭二〇七文を支払った。清右衛門に、宗慎殿へ返本するよう申し付けた。　
十月三十日に、表具師万吉に申し付けた内に、その写しが含まれていたようで、十一月七日、万吉が製本して持参
した。馬琴は、仕立賃を前払いで支払っていた。　??????
。天保四年十一月六日の篠斎宛書翰
）（（（
（
によれば、篠斎から『行在或問』はよい本、見ては如何、と知らせ
を受けて、馬琴は、来月浅草辺りへの幸便があ ので、和泉屋庄次郎から取り寄せて、一覧の上、連絡する、と篠斎に伝えている。十二月十七日、清右衛門 申し付けて 浅草寺町の和泉屋庄次郎方から『行在或問』を買い取らせた。　
翌年、天保五年一月十二日の篠斎宛書翰断簡
）（（（
（
に、馬琴は、旧冬示教あった『行在或問』を買い入れた、有用の書珍
重している、愚案と暗合のこともあり 意表 つくものも り 近来稀な本と感心 ている、と書き送っ ことがみえる。　
その翌年、天保六年三月二十八日の桂窓宛書
翰
）（（（
（
に、近来印行書でよいものと思う本である、作者
（牧園瀦）
は、柳
河侯の儒臣、江戸在勤、中風の症で柳川へ帰った由、面談した けれども縁なし、と嘆息の思いも書き送った。
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　??????
。天保四年十一月九日、山本宗慎殿が、塾生石津訒庵に申し付けて、浅草御蔵前田中屋から、馬琴注文
の『南向茶話』 『瀬田問答』などを届けてきた。　
十二月三日、宗慎殿方へ寒中見舞に行く宗伯をもって、馬琴は、金一分を宗慎殿に預けた。四日夜校閲し、誤脱を
校訂し、雌黄を施し終えた。　
翌年、天保五年八月十六日の桂窓宛書翰
）（（（
（
に、江戸を知るよい本として紹介した書名のなかに、寛延の写本としてみ
える。　??
?
?
??
??
?
?
??
。天保四年十一月九日、山本宗慎殿が、塾生石津訒庵をもって、浅草御蔵前の田中屋から
の『閑田次筆』四巻などを届けられた。馬琴は、高直な『閑田次筆』を返本した。十二日、清右衛門をもって、石津訒庵へ手簡を届けさせ、十三日、宗慎殿から、訒庵を使札として、 『閑田次筆』 『閑田耕筆』各四冊が届けられた。『閑田耕筆』新本、代銀一〇匁、高料であった。十九日と二十日の両夜、 『閑田次筆』を披閲して卒業した。　
馬琴は、十二月三日、寒中見舞廻勤する宗伯に、 『閑田次筆』などの代金として、山本宗慎殿へ金一分を渡した。
過分を後日勘定して返金する由であった。五日、七日、八日、馬琴は全巻を再読した。　
十一月晦日に、馬琴は、寒中見舞に来宅した山本 慎殿からの使札に、 『閑田耕筆』全四冊を渡して返本した。二
十六日に抄録 終えていた。　
なお、遡って、文政元年二月三十日、鈴木牧之へ、 『閑田次筆』などをあげて、雪舟の図、そのほか雪中の話が書
かれているので、そこに出ている分の説 出して図を省くか 図 出 て説を略すか、どちらかにすべ である、と「雪話」の答として認めた書翰
）（（（
（
を送っている。 『閑田次筆』を以前に読んでいた。借覧したのであろうか。
　
馬琴は、その後、天保五年八月十三日、岡田屋嘉七方へ『閑田耕筆』について頼み、十一月十六日、丁子屋へ『閑
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田耕筆』の古本を頼んだ。 『曲亭馬琴日記』別巻索引「書物書画類」に、岡田屋から求めた、とある。　?????
。天保四年十一月十七日夜、馬琴は、招かれて関忠蔵方を訪ねた。相客は上野宮様家来鈴木一郎のみであ
った。酒食の饗応を受け、手みやげを贈られ、八ツ半頃に帰宅した。その折、水戸様著編の『告志編』の写し一冊を貸され 十八日、そ 写 披閲した。　
十二月十二日の篠斎・桂窓宛の書
翰
）（（（
（
に、両君へ内々雑談として、 『告志編』の借謄について記した。一友人から借
りたことを黙老へ伝えたところ、黙老は、水戸藩中の懇友から借りようとしたけれども、その人が、御年若、後年御言行見定めず、間違いできては恥しい、手前より他へは出さない、他から借りて見ら ることは格別、と返事してきたので、 よう は思わない、という、美事 披露すべし、悪事を うべ ず、水戸と高松は御同家 他のことではない、黙老の言、納得でき 御家中に 陽に承け、陰に承けない人もあるのか いとも憚りあること、何も黙老に 申さない と書き送った。　
その前日、十一日、馬琴は、 『告志編』写本一冊、友人より借謄したもの、篠斎翁が歓ばれそうなもの、として桂
窓あてに今便で出す と知らせる書翰
）（（（
（
を書いていた。
　
馬琴は、十一月二十二日、筆工三田村三碩に、 『告志編』一冊と料紙を渡 、二十九日、写しと原本を受け取り
他の二冊の写しとともに、筆料金一朱、銭七五文を支払った。三碩は、同藩の士が筆工として写したい、 かねて願っていたので、 させたと告げた。　
十二月朔日、宗伯が関忠蔵方へ寒中見舞に訪ね、馬琴の口状書を添えて『告志編』 返却した。馬琴は、二日、宗
伯に申し付け、表紙をかけて製本させ 夕方 再閲して誤字を改め 雌黄を施し 十二日に、桂窓へ貸進する手続をした。
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　??
?
?
??
。天保四年十一月二十二日、山本宗慎殿が来宅し、 『本朝医談』一冊を見せられた。馬琴は、二十六日
まで読み続け、二十八日、清右衛門に申し付けて、宗慎殿方へ返本した。　
十二月十二日、馬琴は、篠斎・桂窓に書翰
）（（（
（
を送り、先月、一友人から『本朝医談』を借覧し、有用の書とみた、医
事が唐山か蘭法にもとずくものだけで、天朝の医療のみ書いたのは珍しい、作者の蔵板、買いたいと思い、その友人に頼んだ、と書いた。その友人というのは 山本宗慎である。　
翌年、天保五年 八 拙方で買い入れる折 、ほかに一部を買い取って送ってもらいたいとのこと、承知し
た、昨冬、作者と懇意の官医 頼んだところ、製本したも がない、ほかからも注文があるので、出来次第に届けるということとなった、と篠斎に知らせた
）（（（
（
。
　
二年後の天保七年一月六日の篠斎宛別翰
）（（（
（
に、昨冬、摺り本出来て、歳の暮、十二月二十日過ぎに、友人から届けら
れた、初編、二編の二冊、銀五匁、作者は、官医法位の奈須玄仲老、本所石原に屋敷がある、蔵板、製本いづみ屋庄次郎、同店にても売らせ、此度再刷の由、と書き送った。　
馬琴は、買い入れて所蔵し、一部を二月六日、飛脚便で松坂本宅へ送本した。和歌山に移っている篠斎へ三月朔日
に松坂から転送された
）（（（
（
。
　
三月二十八日の篠斎宛書
翰
）（（（
（
によれば、馬琴は、山本宗洪
（宗慎改名）
殿に紹介を頼んで、二月下旬に来宅した作者
奈須玄盅殿に対面し、書き載せられた渡宋の僧、常光寺定心の奇談を聞き、その書きもの あって、後日電覧に入れる、との約束を得たのであった。　
なお、篠斎からさらに頼まれたようで、翌々年、天保九年六月二十八日、篠斎へ書翰
）（（（
（
を送り、四月にようやく入手
した、今日 松坂本宅へ送る、代料銀五匁、雑費銀三匁四 五分かゝる、南鐐一つをはずんでもらい い、人足をも
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って山本殿方へ取りに行かせた、山本殿が、下谷二丁町経師万吉方へ、その使を行かせところ、万吉他行中であった、四月下旬に至って、万吉が来宅して届けてきた。往来の脚賃の雑費がかゝった、と伝えている。　??
?
?
??
。天保四年十二月朔日、桂窓が、その年の春、大和、紀ノ川遊歴の日記を浄書して、 『梅桜日記』
（全一
冊七〇丁）
と称し、送り届けてきた。
　
馬琴は、五月朔日の桂窓宛書翰
）（（（
（
に、吉野山へ登り、月が瀬の梅を遊覧された由、いと羨ましい、御紀行も出来の由、
浄書出来たら拝見したい、と申し入れていた。　
馬琴は、早速繙閲し、十二月二日、使をもって、筆工三田村三碩に、原本と料紙を届け、三碩と同藩
（宇都宮藩戸
田家中）
の筆工高橋
（大嶋カ）
右源二に、写させるようにさせた。十日、右源二が、その写しと原本を、同人父をもっ
て届けてきた。馬琴は、筆料銭二五三文を支払った。　
馬琴は、十二月十一日、篠斎へ、桂窓子の『梅桜日記』出来て、早速恵借熟読した、文も達意、歌もよいのが多く
ある、と書翰
）（（（
（
に認めて出した。同日、桂窓宛の書翰
）（（（
（
で、文章達意、歌もよく、径々の遊覧の思い珍重多く、風流遠歩
をしたい者の資になる、実に風月の忠臣とも申すべく、御才幹、驚き入る、と称賛を送り 此節、筆工手透きになったので写させ 昨日
（十日）
出来たので、原本を返上する、製本出来次第、黙老子に見せるようにとのこと、承知し
た、と伝えた。十二日、馬琴は飛脚屋へ返送に出した。宗伯が 十九日に写しを製本した。　
翌年、天保五年二月八日の桂窓宛書翰
）（（（
（
で、黙老が、殊のほか感心し、風流のみならず、有益のこと多い、当春写し
を作った由と、 馬琴は 貴著『大和河内巡行記』も許借してもらいたい、と申し入れた。　??
?
?
?
??
。馬琴は、天保四年十二月十二日、篠斎と桂窓へ書
翰
）（（（
（
を送り、 『江戸繁昌記』をある人から借りて見
た、蔵板で改を受けていない、漢文で あるが、吉原の編など、洒落本を彷彿 させる、多く売れている由、と伝え
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た。　
その少し前、十一月二十二日、山本宗慎殿が来宅して、 『江戸繁昌記』一冊を見せられた。馬琴は、二十三日、二
十四日、披閲して終えた。歳末、十二月二十八日、宗慎殿方へ返本するよう清右衛門に申し付けた。　
翌年、天保五年十月二 日、丁子屋平兵衛に、貸して見せるようにと頼み、二十三日、初編から参編まで受け取
り、十一月三 までに読み 、十二日 丁子屋の手代に 価により買い取る旨を伝えた。その間、十一月朔日、篠斎へ書翰
）（（（
（
を書き、二編、三編を読んだ、二編の湯屋の段は、 『浮世風呂』のやき直し、三編の書籍の述懐は『質屋庫』
の模擬、と評した。　
翌年、天保六年十二月四日 桂窓宛書翰
）（（（
（
に、先月中出板の四編を一覧した、来春ゆる〳〵と伝える、と書き、天保
七年二月六日の篠斎宛書翰
）（（（
（
に、かりたくの編は、春画本を彷彿とさせるもの、銭をほしいとてあまりのこと、文章は
いよ〳〵奇妙、と書き送った。　
その後、天保九 六月二十八日の篠斎宛書翰
）（（（
（
によれば、馬琴は、読書できなくなったが、丁子屋から五編を届けて
きたので、是非なく買い入れた 半冊見たまゝ 捨て置いている、という。　
なお、馬琴は、天保十三年九 三 別紙
（代
筆
）（（（
（
）
で、 『江戸繁昌記』一件八月三日落着、丁子屋平兵
衛所払い、扱店雁金屋過料一〇貫文 作者静軒武家奉公構、などと書き送った。天保六年三月、初篇と二篇が発売禁止となったが そ 後 丁子屋が五篇まで売り捌いていて
）（（（
（
、馬琴は、買い入れてきたのであった。
　??
?
??
（ 『三
一覧』 、 『江都歩行』 『東都紀行』 ）
。天保四年十二月十七日、山本宗慎殿が来宅し、 『国号考』
（ 『諸国
名義考』 ）
二冊、 『三
一覧』二冊を貸された。馬琴は、両書を少々ずつ披閲し、十八日、筆工三田村三碩に、 『三
一
覧』上の巻と料紙七九枚を渡した。二十八日、三碩から老母を使として、写し延引、来春早々にできる、と伝えてき
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た。二十六日、下の巻を少々披閲した。　
翌年、天保五年一月十一日、三碩から写しと原本を受け取り、筆料を渡した。十六日、三碩に下の巻と料紙を渡し、
二十四日、三碩からの使の老母が届けてきた写しと原本を受け取り、筆料銭二三九文
（前の過分銭四一文を差し引いて）
を支払った。宗慎殿が来訪した で、 『三
一覧』二冊を返本した。七月二十九日、三碩の写本二冊を終日校訂し、
上の巻を校し終え 下の巻六九丁 うち二〇丁余を残した。八月朔日、下の巻を校し終えた。　
八月十六日の桂窓宛書
翰
）（（（
（
に、 『三
一覧』は、松平冠山老侯の著述、江戸の地名を見るには極めて便利、稿本の
まゝ、脱稿していないので外へ出されないところ、借り出して急に写させ、校訂しておいた珍書、と記し、江戸を見るにはよい諸書をあげて、地理のこと好まれる故、その筋のものを取り出した と書き送った。　??
?
?
?
??
。天保四年十二月十七日、山本宗慎殿が来宅し、 『諸国名義考』を貸された。馬琴は、その夜に少々
披閲し、翌十八日に上の巻、翌年 天保五年一月二十五日に下 巻を披閲して卒業 。　
一月二十六日、宗洪殿から使札あって、宗慎を宗洪と改名した由を伝えられた。馬琴は、 『諸国名義考』二冊をそ
の使に渡して返本した。　??
?
?
??
。天保四年十二月二十日、木村黙老が、使札をもって、 『汝南圃史』巻一、巻二の合本一冊を貸された。
馬琴は、二十三日、披閲し終えた。　
翌年、天保五年一月十一日、筆工大嶋右源二と一緒に来宅した筆工三田村三碩に、 『圃史』一冊と料紙を渡し、十
六日、その写しと原本を受け取り、筆料金一朱
（銭四一文過分）
を支払った。十八日、清右衛門に申し付けて、黙老
方へ届けさせて返本した。十九日、清右衛門が 黙老からの返翰と『圃史』 三 巻四の合本一冊、巻五、巻六の合本一冊、計二冊を持参 た。馬琴は、二十一日、巻三、巻四の合本一冊の半分弱を披閲し、二十二日夜 二十三日、
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それを読み終えた。二十四日来宅した三碩からの使
（老母）
に、巻三、巻四の合本一冊と料紙を渡し、二月朔日、三
碩からその写しと原本を受け取り、筆料金一朱
（銭四八文過分）
を支払い、巻五、巻六の合本一冊と料紙を渡し、九
日、その写しと原本を受け取り、筆料銭二六四文
（四八文を差し引いて）
を支払った。
　
十日、黙老からの使札に、借用の二冊を渡して返本した。十三日、黙老から使札あって、巻七から巻十二
（日記に
七より十一までとする、十二までカ）
までの三冊の貸出しを受けた。馬琴は、十四日、来宅した右源二に、巻七、巻八、
巻九の合本一冊と料紙を預けて、三碩に届 るよう頼んだ。二十九日、三碩からその写しと原本を受け取り、筆料七一枚分金一朱を支払い、巻十、巻十一の合本一冊と料紙を渡した。　
三月三日、清右衛門に、巻七、巻八、巻九の合本一冊を、黙老方へ返本するよう申し付けた。八日、三碩から巻十、
巻十一の合本一冊 写しと原本を受け取り、筆料金一朱
（銭八〇文過分）
を支払い、巻十二と料紙を渡した。十九日、
黙老からの使札に、巻十、巻十一の合本一冊を渡して返本した。二十 日、巻十二の写しと原本を受け取り、筆料銭一三九文
（八〇文差し引いて）
を支払った。写しが全部できた。二十三日、清右衛門をもって、黙老方へ返本した。
　
その間、馬琴は、二月十五日、二 一日、巻十一、巻十二を、二十九日、晦日、三月朔日、巻七、巻八、巻九を披
閲して卒業していた。　??
?
??
。天保四年十二月二十日、木村黙老が、使札をもって、 『飼籠鳥』巻一、巻二の合本一冊を貸された。馬
琴は、二十二日、二十三日に披閲し、二十 日に、筆工高橋
（大嶋カ）
右源二に、料紙を添えて渡した。
　
翌年、天保五年一月十一日、馬琴は、右源二から写しと原本を受け取り、十八日、清右衛門方へ、人足をもって届
け、清右衛門に黙老方へ返本するよう申し付けた。 九日 清右衛門が三冊を預かって持参した。馬琴は、 日、右源二に巻三、巻四の合本一冊と料紙を渡し、巻五 六の合本、巻七、巻八の合本を、二十一日までに披閲し、誤
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写を見出して印をつけた。二十四日、右源二から写しと原本を受け取り、筆料銭一八四文を支払い、合本二冊と料紙を渡した。　
二月二日、右源二から合本二冊の写しと原本二冊を受け取り、筆料金一朱
（銭一八文過分）
を支払った。十日、黙
老からの使札を幸便と 、合本三冊、巻三から巻八を預けて返本した。十三日、黙老から使札あって、巻九から巻十六まで合本四冊 受け取り、十四日、右源二に、巻九、巻十の合本一冊、次の分も含めて二冊分の料紙を渡し、巻十一、巻十二の合本一冊を披閲し 誤写に印をつけ、十五日までに、巻十六まで校閲した。十七日、右源二の使の同人弟が、巻十一、巻十二の合本一冊を預かり 来たので それを渡した。二 日 巻九、巻十、巻十一、巻十二の合本二冊の写しと原本二冊を受け取り、筆料金一朱
（銭五五文過分）
を支払い、巻十三から巻十六の合本二冊、料紙
を渡した。　
三月二日、右源二が、その写しと原本二冊を届け、筆料金一朱と銭四文を受け取った。馬琴は、先の過分貸しを差
し引くの 失念したので、次回の筆料 差引勘定することとした。三日、お百に、巻九 巻十六の合本四冊を清右衛門方へ届けさせ、清右衛門をもって、黙老方へ返本した。清右衛門が 七から巻二 終りまで合本二冊を黙老方から預かってきた。馬琴は、巻 七を披閲し、四日夜、巻十七 巻十八の合本一冊、水鳥の部を披閲 終えた。　
五日、馬琴は、来宅した右源二の弟に、巻十七、巻十八の合本一冊と料紙を預け、夜、巻十九、巻二十の合本一冊
を披閲し始め、六日終りまで披閲して卒業 た。八日、来宅した三田村三碩に、隣家 右源二に届けるよう、巻十九巻二十の合本一冊と料紙を預け 二十一日 来宅した右源 からその写 と原本二冊 受 取り 筆料金二朱を支払った。前 過分銭三六文を差引勘定 て銭三九二文、うち銭二〇文手許になく 金一朱として支払った。二十三日清右衛門に、二十四日中に 黙老方へ返本するよう申し付けた。清右衛門が、申付け通り 返本 た。
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その後、馬琴は、九月十二日、十四日、巻一から巻四の合本二冊を校閲し、十月十九日夜、巻十四から巻十八まで
の合本二冊を校閲し、二十日、湿鳥水鳥の部を披閲した。腰痛、風邪で気力なく休筆していた。
?
（
（）　
天保三年七月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一七〇頁） 。
（
（）　
天保三年十月十八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二二〇頁） 。
（
（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四三頁） 。
（
（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五七頁） 。
（
5）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻九〇頁、九四頁） 。
（
（）　
天保三年七月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻一五八頁） 。
（
（）　
天保三年七月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一六一頁） 。
（
（）　
天保三年七月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一七四頁） 。
（
（）　
天保三年十一月一日「篠斎宛覚」 （ 『馬琴 集成』第二巻二三四頁） 。
（
（0）　
天保三年七月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻一七四頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月一日「篠斎宛覚」 （ 『馬琴 集成』第二巻二三四頁） 。
（
（（）　
天保八年十二月二十六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻三六六頁） 。
（
（（）　
天保九年六月二 八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第五巻四頁） 。
（
（（）　
天保三年七月二 一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一七四頁） 。
（
（5）　
天保三年十一月一日「篠斎宛覚」 （ 『馬琴 集成』第二巻二三四頁） 。
（
（（）　
天保三年七月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一七四頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月一日「篠斎宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二三四頁） 。 曲亭 日記 別巻索引「 物書画類」に、
『北槎聞略』か、とする。
滝沢馬琴書籍の蒐集・抄録・借覧　㈢
191
（
（（）　
天保三年七月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一六四頁） 。
（
（（）　
天保三年九月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二一〇頁） 。
（
（0）　
天保三年十一月二十四 河内屋茂兵衛・丁子屋平兵衛宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二三六頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二四四頁） 。
（
（（）　
天保三年十二月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二六七頁） 。
（
（（）　
天保三年十二月 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二八八頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十四日「篠斎・桂窓 三一五・一六頁） 。
（
（5）　
天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一八四頁） 。
（
（（）　
天保三年八月二十六日「黙老宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一九〇・一九一頁） 。
（
（（）　
天保三年九月十 日「黙老宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻二〇一・二〇二頁） 。
（
（（）　
天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一八〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻四六頁） 。
（
（0）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻六一・二六二頁） 。
（
（（）　
天保五年八月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二三五頁） 。
（
（（）　
天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻一八〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻三九・ 四〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻四五頁～二四七頁） 。
（
（5）　
天保四年三月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻〇・ 一頁） 。
（
（（）　
天保四年七月十 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻八〇・八一頁） 。
（
（（）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻一〇 頁） 。
（
（（）　『国書総目録』第六巻（一九七七年第二刷岩波書店）三〇〇・三〇一頁に、 『南朝紹運録』を『南朝皇胤紹運録』ともする。
（
（（）　
天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一 〇頁） 。
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（
（0）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二四五頁～二四七頁） 。
（
（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七二頁） 。
（
（（）　
天保三年十二月 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二八八頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十五日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一九頁） 。
（
（5）　
天保四年三月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻三〇頁） 。
（
（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四五頁） 。
（
（（）　
天保四年五月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻六五頁） 。
（
（（）　
天保四年十二月十一日「桂窓宛追啓」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一三六
（
（（）　
天保五年二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一六四頁） 。
（
50）　
天保五年五月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二〇二頁～二〇四頁） 。
（
5（）　
天保五年七月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻二 九頁～二二一
（
5（）　
天保五年七月二十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻二二七・ 二八頁） 。
（
5（）　
天保五年八月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二三一頁～ 三八 ） 。
（
5（）　
天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻八三頁） 。
（
55）　
天保三年九月十六日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻一九九頁） 。
（
5（）　
天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻二四〇頁） 。
（
5（）　
天保三年九月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一九 頁） 。
（
5（）　
天保六年九月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻一〇九頁） 。
（
5（）　
天保三年九月十六日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二〇〇頁） 。
（
（0）　
天保三年十月十八日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻二三頁） 。
（
（（）　
天保三年十月二十一日「河内屋茂兵衛 二二 八
（
（（）　
天保三年十一月二十四日「河内屋茂兵衛・丁子屋平兵衛 覚」 （ 『馬琴 集成』第二巻三六・ 三七
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（
（（）　
天保三年十二月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二六八頁） 。
（
（（）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻八六・八七頁） 。
（
（5）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一〇七・一〇八頁） 。
（
（（）　
天保三年九月十六日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻〇〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十月二 日「河内屋茂兵衛 二二二九頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十四日「河内屋茂兵衛・丁子屋平兵衛宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二三六頁） 。
（
（（）　
天保三年九月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻一九三頁） 。
（
（0）　
天保四年正月十五日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻二〇頁） 。
（
（（）　
天保四年三月十一日「桂窓宛書翰別紙添状」 （ 『馬琴 集成』第三巻五〇
（
（（）　
天保四年七月十 日「篠斎宛書翰」 『馬琴書翰集成』第三巻七七頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十 日「桂窓宛別翰」 （ 一一
（
（（）　
天保四年正月十五日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一九頁） 。
（
（5）　
天保三年十月十八日頃「篠斎宛書翰断簡 『馬琴書翰集成』第二巻二 八頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第二巻二六〇・二六一頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二三九 は、遡って、文政十 年一
月十七日に、屋代弘賢殿へ『南山巡狩録』の恩借を申し入れていた。 『曲亭馬琴日記』別巻索引「書物書画類」に、 『南朝巡狩録』は『南山巡狩録』の一名か、とする。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第二巻二四七・二四八頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻二五九・二六〇頁） 。
（
（0）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻九〇頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻四頁） 。 琴は、貴兄恩借の 南巡録』三冊も写させてい
ると認めているが、日記にその記事がみえない。 『馬琴書翰集成』別巻「書名索引」には、 南巡録』ではなく、 『南狩録』としてのみあげてある。 『南狩録』三冊の誤記か
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（
（（）　
天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二三九頁・二四〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二四七頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十七日「篠斎宛別包添状」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二一・二二頁） 。
（
（5）　
天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻二三九・ 四〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二四六・ 四七頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二六一頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十七日「桂窓宛別包添状」 （ 『馬琴 集成』第三巻二三頁） 。
（
（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻六〇頁） 。
（
（0）　
天保四年五月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻七四頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五 篠斎 二二四三頁） 。
（
（（）　
天保三年十二月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二八八頁） 。
（
（（）　
天保四年七月十三日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻七六頁、七九・八〇頁） 。
（
（（）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一〇四頁） 。
（
（5）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二五 ） 。
（
（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二六九頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十 日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻三頁） 。
（
（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻四八・四九頁） 。
（
（（）　
天保四年三月十一日「桂窓宛別紙添状」 （ 『馬琴 集成』第三巻四九・五〇頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五六頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻七七・七八頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第 巻八九頁） 。
（
（（（）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第二巻二六一頁） 。
（
（（（）　
天保七年十月二十六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻二二五・二二六頁） 。
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（
（（（）　
天保八年四月二十二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻三一八頁） 。
（
（（（）　
天保八年十二月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻三六三頁） 。
（
（（（）　
天保九年七月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻三四頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四三頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五七頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一一五頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四三頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻五七頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一一五頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻九〇頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰別紙」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻二八六
（
（（（）　
天保四年正月十 日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻三頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻三・四頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻八 ・九〇頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一 四頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第二巻二七 頁） 。
（
（（（）　
天保四年正月十 日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻五頁） 。
（
（（（）　
天保十年八月十二日頃「桂窓宛覚」 （ 『馬琴書 集成』第五巻一一三頁） 。
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（
（（（）　
天保十年九月二十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻一二五頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七三頁） 。神田正行「馬琴の考証と『塩尻』 」 （ 『読本研究
新集』第二集二〇〇〇年六月）の「 『南朝紹運図』の借覧」参照。
（
（（（）　
天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五頁） 、同年三月九日「桂窓宛書翰」 （同書四三頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻九〇頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七七頁） 。
（
（（（）　
天保十三年八月六日「篠斎宛書翰」 （代筆） （ 『馬琴書翰集成』第六巻三七頁） 。
（
（（（）　
天保十一年六月六日「篠斎宛書翰別紙」 （ 『馬琴 集成』第五巻一八九・一九〇頁） 。
（
（（（）　
天保十一年八月二十一日「篠斎宛書翰別紙」 （代筆） 五二 六・二〇七頁） 、天保十一年八月二十
一日「篠斎宛別包添状三」 （代筆） （同書二一一頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七二頁） 。文政十一年八月九日の日記に、関忠蔵へ『も
くず』を届けさせていることがみえる。
（
（（（）　
天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻頁 。
（
（（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四三頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻六三頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻九一頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻一一 頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一 ・一三四頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰別紙」 （ 『馬琴書 集成』第二巻二八 頁
～
二八六頁） 。宮崎道生「滝沢馬琴の蒐集校
訂本『白石叢書』 」 （一九八五年三月国学院大学『大学院紀要─文学研究科─』第十 集 に、入手・校訂・愛蔵・貸出・売却について述べる。
（
（（（）　
天保四年四月九日「河内屋茂兵衛宛覚」 （ 『馬琴 集成』第三巻五三頁） 。
（
（（（）　
天保四年三月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二 頁） 。
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（
（（（）　
天保四年三月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻三一頁） 。
（
（（（）　
天保四年三月十一日「桂窓宛書翰別紙添状」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五〇頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻七七頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一〇六頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一 一頁） 。
（
（（（）　
天保五年五月二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一九六頁） 。
（
（（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四三頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻六〇頁、六三
（
（（（）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻九〇・九 頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻七 ・七 頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻八六・八七頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一一四・一一五頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻八九・九〇頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻八九頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻一一五頁） 。日記、書翰に『湘山移星集』とする。 『湘山星
移集』の誤記か。十月十二日の日記には、 『湘山星移集』とみえる。 『曲亭馬琴日記』別巻索引「書物書画類」 （三一六頁）に、 『湘山移星集』は、 『湘山星移集』の誤記か、とする。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一〇・一 頁） 。
（
（（（）　
天保五年正月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一五一頁） 。
（
（（（）　
天保七年十月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二一一頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻一一 頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一〇六頁） 。
（
（（（）　
天保五年正月十二日「篠斎宛書翰断簡」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一五 頁） 。
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（
（（（）　
天保六年三月二十八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻五一頁） 。
（
（（（）　
天保五年八月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二三四頁） 。
（
（（（）　
文政元年二月三十日「牧之宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第一巻三〇・三一頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十二日「篠斎・桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一 七・一三八頁） 。なお、朝倉瑠嶺子「馬琴と
水戸学─告志篇をめぐって─」 （ 『読本研究』第十輯下套一九九六年十一月）に、 「馬琴の入手─関忠蔵について」 「日記に見る『告志篇』 」 「馬琴周辺と『告志篇』 」と題して、 『告志篇』の入手、馬琴日記の記事、関忠蔵、黙老、桂窓について述べている。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一三四頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十二日「篠斎・桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一四三頁） 。
（
（（（）　
天保五年二月十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一七六頁） 。
（
（（（）　
天保七年正月六日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻一二八頁） 。
（
（（（）　
天保七年二月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一五一頁） 。
（
（（（）　
天保七年三月二十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻一五六頁） 。
（
（（（）　
天保九年六月二十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻二三・二四頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻五六頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一三〇頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第三巻一三三
（
（（（）　
天保五年二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一六一頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月 日「篠斎・ 四 頁） 。
（
（（（）　
天保五年十一月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二五〇頁） 。
（
（（（）　
天保六年十二月四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一二 頁） 。
（
（（（）　
天保七年二月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一五二頁） 。
（
（（（）　
天保九年六月二 八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻二三頁） 。
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（
（（（）　
天保十三年九月二十三日「篠斎宛書翰別紙」 （代筆） （ 『馬琴書翰集成』第六巻四八・四九頁） 。
（
（（（）　
寺門静軒著、朝倉治彦・安藤菊二校注『江戸繁昌記』
（・
（・
（ 東洋文庫一九七四年～一九七六年平凡社） 、朝倉
治彦「解題」
（
（（（）　
天保五年八月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二三二頁） 。
　
訂正
　
第一一五集五頁
五行目
　
K
now
loge →
K
now
ledge
六行目
　
K
now
lege →
K
now
ledge
　　　　
第一一六集
　
一二一頁九行目
桂窓書翰→桂窓宛書翰　　　
同集
　　　　
一二五頁六行目
五十二、→五十二回、　　　
同集
　　　
一二五頁一一・一二行目
「水滸伝国字評」→「水滸後伝国字評」「水滸伝発揮」→「水滸伝発揮略評」（日記には、 「水滸伝国字評」 「水滸伝発揮」とする）　　　　
同集
　　　　
一三三頁一三行目
間に→問に追補
　
第一一六集
　
一二五頁一二行目
　
一編を稿し、二十日→一編を稿し、十九日、唐紙（画仙紙）一枚に「水滸伝発揮略評」を、二十日
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第一一六集
　
注（
（0）に追補
　　
篠斎へ贈った馬琴自筆の「水滸伝発揮略評」 「水滸後伝国字評第六則」が、天理ギャラリー第一四二回展
　
開館八〇周年記念
特別展（二〇一一年）に展示された。
